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實驗 的 家 兎 血 清 病ニ 就 テ

(第2囘 報 告)

岡山醫科大學衛生學教室(主任緒方教授)

  森 下 亮 善

[昭和12年9月21日 受稿]

   Aus dem Hygienischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama.

                (Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata)

Uber experimentelle Serumkrankheiten von Kaninchen.

                (2. Mitteilung)

             Von

        R. Morishita.

Eingegangen am 21. September 1937.

    In der 1. Mitteilung beschaftigte sich Verfasser mit der Bedingungen der Serum-
krankheiten, die man durch Injektion von Pferde- oder Rinderserum bei Kaninchen

auftreten lassen kann. Im folgenden soll uber Beziehung zwischen Serumkrankheiten

und Vorbehandelung oder befordernde Wirkung durch Arzneimittel und durch Blockie-

rung berichtet werden.

    1. Obwohl das Versuchtier nach einer erstmaligen Injektion von Pferdeserum keine
Symptome zeigte, konnte Serumkrankheiten durch eine 2. bezw. 3. injektion mit hoher-

prozentigem (57.5%) erzeugt werden und zwar mit kurzeren Inkubationszeiten d.h.
2-3 Tagen fruher als bei einmaliger Injektion.

   2. Bei Serumkrankheiten durch die 2. Injektion bemerkte Verfasser sehr haufig

"accelerated reaction" und sehr selten" immediate reaction", dagegen bei weiter

wiederholter Injektion mehr die letztere.

    3. Es ist bemerkenswert, dass auf die positive Reaktion bei diesem Versuch sowohl
die Serumarten zur Injektion als auch die Individualitat des Versuchstiers Einfluss

hat.
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1986 森 下 亮 善

    4. Jod-, Brom-, Chinin-, oder Arsenbenzol-Praparate wirken auf die Entstehung
der Serumkrankheiten weder fordernd noch hemmend, dagegen wirken Insulin, Thyro-

xin oder Tusch-Blockierung etwa fordernd.

    Bei einigen Fallem stellte Verfasser nach dem Verschwinden der Serumkrankheiten
durch Antipyrin oder Salvalsaninjektion wieder positive Reaktion fest.

    5. Durch die Injektion mit Pferdeserum nimmt die Senkungsgeschwindigkeit des
Versuchtiers zu und kehrt nach den Serumkrankheiten allmahlich wieder zum normalen

Wert zuruck.

    6. Das Komplement vermindert sich vorubergehend nach starker Seruminjektion,
vermehrt sich aber nach 1-2 Tagen wieder. Diese Komplementvermehrung wird bei

Kaninchen deutlich beobachtet, doch gibt es keine direkte Beziehung zwischen Kom-

plementveranderungen und Serumkrankheiten.

    7. Wie bei Pferdserum, werden die Serumkrankheiten durch Reininjektion von
Blut bezw. Blutplasma beobachtet, aber die Reaktion bei letzterem etwas milder auf.

                                                          (Autoreferat)
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      第1章 緒 論

 第1囘 報 告ニ 於テ 余1)ハ 實驗 的 家 兎 血清 病

ノ發 生,症状ヲ詳述シ,Fleischer u. Jones2)

氏 ノ實驗ト 比 較 セル ガ其 ノ際 家 兎 ニ於 ケル 皮

膚 反應 ハ主 トシテ耳翼ニ 起 リ.紅 斑 ハ耳 根 部

ノ半分 或 ハ2/3ノ所ニ 廣 ク起 リ尖 端ニ 行 ク ニ從

ツ テ判 然 セズ,而 シテ紅斑 ハ麻 疹 状 或 ハ猩 紅

熱 状 ナ リ.次ニ 浮 腫ハ一 般ニ 耳 翼 ノ根 幹ニ 起

リ,耳 翼全 般ニ擴 リ其 ノ際境 界 ノ判 然 タル 事

又 ハ判 然 セズ シテ擴 張 セル事 ア リ,更ニ兩 氏

ハ第2囘 注射ニ 於 テ ハ310匹 ノ家 兎ニ 健 常 或

ハ冤疫 血清ヲ 同樣 ニ一 度ニ 注 射 シ,159匹 即

チ51.3%ノ 陽 性 率ヲ 得 タ リ ト云 フ.

 余 ハ第2囘 注 射ヲ10日 以 内 及ビ50日 前 後

ニAnaphylaxieヲ 顧 慮 シ,注 射ヲ靜脉 内ニ 行

ヒ血 清 反應 ノ有 無ヲ檢 セ リ.尚 ホ血 清 病 惹 起

ノ頻 度 ハ馬 血清 ノ種類 ニ ヨ リ差違 ヲ生 ズベ キ

コ トハ既ニ 述 ベ シ所 ナ リ,
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 Pirquet u. Schick3)氏 ハ人ニ 於 テ12乃 至15日

目ニ 再 注射 セラ レ シモ ノニimmediate reaction

(第2囘注 射 ヲ行 ヒ8時 間 以 内ニ 出現 セ シ 反應 ヲ

云フ)ヲ 認 メ,再 注 射ヲ2乃 至6箇 月 ノ間 隔 ヲ以

テ 行 ヒ シモ ノニハ11人 ノimmediate reaction

and accelerated reactionヲ 報 告 セ ル ガ,コ ノ

accelerated reactionトハ 第2囘 注 射 後8時 間 以

後 ヨ リ第4日 迄ニ 出 現 セ シ反應 ヲ云フ.6箇 月 以

後ニ 於 テ ハimmediate reactionハ 比 較 的 稀 有

ニ シテ,即 チ間 隔 ノ長 キ時ハ 一般ニaccelerated

reactionノ 方 起リ 易 シ ト報 ジ,Currie4)5)6)氏 ハ

21乃 至37日 ノ間隔ニ テ ハimmediate & acceler-

ated reactionヲ 起 ス ト報 ジ,更ニ 氏 ハ第1囘 注

射ノ 際 血清 病 ヲ惹 起 ス ルハ546%ニ シテ,第2囘

注 射後 ハ58.3%血 清 病 ヲ惹起 ス ト云 ヘ リ.此 第2

囘 注射 後ニ 起 ル 血清病 ノ%率 ハ勿 論 第1囘 注射 ト

ノ間 隔 ノ如 何ニヨ ル モ ノナ リ.而 シテ10日 ノ間隔

或 ハ夫 レ以前ニ 再 注 射 セ ラ レ シ人 間ニ 於 テ ハ第8

日 目ニ 起 ル モノ 最 モ多 ク,第1囘 注 射後 ニハ第9

日 目ニ 起 ル モノ 最 モ多 シ(Single injection)ト 報

ゼ リ.Goodall氏7)ハ90例ニ 於 テ18%ノimme-

diate reactionヲ 認メシ モ22例ニ 於 テハ 第2囘

注射ヲ35日 ノ間隔 以 前ニ 行 ヒ シ モノニ シ テim-

mediate reactionヲ 示 サ ズ.主 トシテimmediate

reactionハ35乃 至79日 ノ間ニ 表 ハ レ,只1例 間

隔363日 後ニ 表 ハ レ,又33%ノ 人ニaccelerated

reactionヲ 惹起 セ リ.第2囘 注射ニ 陽 性 反應 ヲ

示 セ シ129人 中8人 ノミimmediate reactionヲ

示 シ,74人 ハaccelerated reactionヲ 示 シ,15人

ハnormal reactionヲ 示 シ,25人 ハimmediate

and accelerated reactionヲ 示 シ,1人 ハim-

mediate and normal reaction1人 ハaccelerated

and normal reactionヲ 示 シ,1人ハ 此3種 ノ形

ノ反應ヲ 同 時ニ 出現 セ リ,尚ホ 氏 ハ最 良 ノ再 注 射

時 期(反應 ヲ惹 起 スベ キ)ヲ 見 出 シ得 ザ リ シ爲,再

注射 ヲ36日 及ビ188日 ノ間隔 ノ2群ニ 分 テリ.

 尚 ホWeaver8), Memmser9), Darling10),

Zucker11), Cuno12)及ビGrysez and Bernard13)

氏等ハ血 清病 ノ異常 ナル場合ニ 就キ報告 セルモ血

清病ノ 惹起 ト時間的關係ニ 就テハ報告 セズ.

 余 ハ本編ニ 於 テ ハ免 疫 反應ヲ 顧 慮 シテ血 清

病ヲ 研 究 セ ン トス.次ニ 過敏 症 ト密 接ニ 關 係

アル 各 種 ノ藥物ニ 就 テ研 究 セル ガ,之ニ 關 ス

ル文 獻 トシテ ハLampson u. Pope14)氏 ハ多

數 ノ海〓 及ビ 過 敏状 態 ニ アル海〓 ヲ使 用 シ,

之ニ 「ヒスタミ ン」及ビ 抗 原 性 蛋 白質ヲ 皮 内 ニ

注 射 シタ ル 後皮 膚ニ 現 ル 反應 ヲ報 告 シタ リ.

 又Pilcher15)氏 ハ海〓 ガ馬 血清ニ對 シ過敏

トナ レル 際 ハ抗 原 ノ皮 膚接 種 ニ ヨ リ過 敏 性 皮

膚 反應ヲ 惹 起 シ,Histamin皮 膚 反應 ノ際 ハ

其 ノ反應 ノ強 サ ト.其 ノ動 物 ノ一 般 過 敏 状態

トノ間ニ 何 等 關 係ヲ 有 セ ズ ト,余 ハ又 藥 物 ニ

ヨル 影響 及 ビ墨 汁 填 塞 等種 々ナ ル影響ヲ檢 索

シ稿ヲ趁 フテ報 告 セ ン トス.

 第2章 馬 血清 第2囘 注射 ニ ヨ ル血 清病

 前編ニ 於 テ報 告 セ ル如 ク馬 血清 ノ大 量 注射

ニ ヨ リ93頭 ノ中62%ハ 陽 性ニシ テ
,陰性 ニ

終 リシモ ノ38%ア リ,據 テ之 等 陽 性 ノ モ ノ陰

性 ノモ ノニ 就 テ更ニ2囘 注射 ヲ施 行 シ反應 ヲ

見 タ ル ニ次 ノ如 キ結 果ヲ 得 タ リ.

 偖 而血 清ヲ 早 期 即 チ過 敏 症 ヲ起 サ ザ ル以 前

7乃 至10日 以 内ニ 第1囘 注 射 量ト 同 量 或 ハ

夫 レ以 下 ノ少量 ヲ種 々 ナル部 位ニ 注 射 シ,又

ハ再 注射ヲ 感 作後50日 前 後ニ 同量 或 ハ夫 レ

以 下 ノ少量 ヲ種 々 ナ ル部 位ニ 注 射ヲ 行 ヒ血 清

病ヲ 惹起 セ シ メ得 タ リ.而 シテ第2囘 注 射 後

8時 間 以 内ニ 現 ハ レ タ ル反應ヲimmediate
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reactionト 云 ヒ,8時 間 以後 第4日 迄ニ 現 ハ

レタ ル 反應 ヲaccelerated reactionト ナ セ

リ.尤 モFleischer u. Jones16)氏 等 ハ余 ノ發

表 後ニ 第2囘 注 射 ノ成績ヲ發 表 セルヲ 以 テ彼

此 比較 スル ニ又 興 ア ラ ン.

  第1節 第2囘 注 射ヲ 靜脉 内ニ 行 ヘ

      ル場合

  第1囘注 射 ヲ靜脉内ニ行 ヒ第2囘 注射ヲ 再ビ 靜

脉内ニ行 フニ,反應 陽性 ノモノニア リテハ耳翼ニ

紅斑及ビ 浮腫 ヲ生 ズ,紅 斑 ハ耳翼 ノ根底 部 ノ半面,

或ハ2/3ノ 所ニ擴 リ先端部ハ判然 ナラズ シテ,麻 疹

樣或ハ猩紅熱樣 ナ リ,紅 斑及 ビ浮腫 ヲ同時ニ 來セ

ル際 ハ狸紅熱樣ニ 耳翼 全部ニ擴 大 シ浮腫 ヲ來 シ曩

ニ余 ノ寫眞ニ示セ ルガ如 ク判然 タル モノナ リ.

 Fleischer u. Jonesハ 第2囘 ノ注射 ヲ7乃 至

10ccノ 馬血清 ヲ胸骨皮下ニ 行 ヒ,靜脉 注射 ハ過敏

症 ヲ惹起 スル爲避 ケ居 レ リ,余 ハ過敏症 ヲ顧慮 シ

10日 以内ニ再注射 ヲ行ヘ リ.

    第1項 第2囘 早 期 注 射

第1表 第2囘 注射ニヨル血清病發生率

第2表 再 注射 直 前 ノ沈降 素價(早 期 再 注射)(第1囘 注射 ヨリ5日 以 内)

10/XI馬 血清pro kg 6cc靜脉 注射 ヲ行 ヒ15/XI採 血檢査Nr. 25 〓 2000g

抗 原 性(抗 馬家兎疫血清沈降素價1:2500ノ モ ノヲ用 フ)
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 第1囘 注射 ヲ行 ヒ,抗 體 ノ産 生 著 明 ナ ラザ ル時

期ニ 再 注 射 ヲ行 フ,此 際 沈 降素價 ヲ測 定 シ再 注 射

ヲ行 ヘ リ,沈 降素價 測 定 ハ緒 方 教 授17)ノ 創 案ニ カ

カル 抗體 稀釋 法 ヲ用ヒ タ リ.本 法 ハ 抗原竝ニ 抗 體

ヲ種 々 ノ濃度ニ 稀釋 ス ルモ ノニ シテ,即 チ免 疫 血

清 ヲ1-2%精 製 「ア ラビ ア ゴ ム」生 理 的 食 鹽水 溶

液 或 ハ10%海〓血 清 ヲ以 テ,遞 減 的ニ 稀釋 シ,之

ニ種 々 ノ濃度 ノ抗 原 ヲ重疊 シ,以 テ 抗 原價 ト同時

ニ免 疫 血 清ニ 於 ケル 抗體 量 ヲ知 ラ ン トスル モ ノナ

リ,即 チ兩層 間ニ 生 ズ ル 白輪 ヲ檢 スル 時 ハ,或 ハ

特 定濃 度 ノ抗 原 ノ ミガ,最 モ良 ク高 稀釋 度ノ免 疫

血 清ニ 反應 ス,此 際 ノ特定 抗 原 稀釋 度 ヲ結 合帶 ト

稱 シ,結 合帶ニ 於 ケル免 疫 血清 ノ陽 性 最 高 稀釋 度

ヲ以 テ 結 合帶 沈 降 素價 ト命 名 シ,其 ノ血清 ノ抗 體

價 ヲ量 的ニ 表 示 ス ルモノ ニ シテ,Ulenhuth氏 法

ニ ヨル 抗 原價 ノ如 何 ヨ リモ,此 結 合帶價 ノ高 キ モ

ノ程 高價 ナ ル免 疫 血 清 トナ ス モ ノナ リ,尚 ホ 本反

應 ヲ檢スルニ 當 リ重層 後15分,30分,1時 間,

2時 間,4囘ニ 亙 リテ觀 察 シ,記 ス ルー++++,+++,

++,+ノ 符 號 ヲ以 テ シ陰 性 ノモ ノハー ヲ以 テ表 示

セ リ.

 Ulenhuth氏 法 ハ單ニ 抗原 ヲ生 理 的 食鹽 水 ヲ以

テ種 々 ノ濃 度ニ 稀釋 シ,之 ヲ免 疫 血 清 上ニ 重疊 シ,

兩 液 接 觸 面ニ 出現 スル白 輪 ヲ同 ジ ク15分,30分,

1時 間,2時 間 ノ4囘ニ 亙 リテ觀 察 シ,夫 々++++,+++,

++,+,-ノ 記 號 ヲ以 テ記 シ,緒 方 氏 法ニ對 ス ル

補 助 トスル ニ止 メ タ リ.

 上 表ニ 示 ス ガ如 ク第1囘prokg 6cc靜脉 内注 射

後5日ニ テ 沈降 素價 ヲ檢 ス ル ニUlenhuth氏 沈 降

素價 ハ1:25,緒 方 氏 沈降 素價1:10,結 合帶1:25位

ノ事多 ク,尚 ホ吾教室ニ 於 テ 研 究 セ ラ レ タル如 ク

7日 以 内 ニ テハ 再注 射 ヲ適 當 ナル 結 合帶 相 當量 行

フモ特 異 ノ症状 ヲ見 ザ リキ.此 早期 注射 ヲ行 ヒテ

血 清病 ヲ惹 起 セル 陽性 率ハ85.7%ニ シテimmed-

iate reactionヲ 現 ハ セル モ ノナ シ.

第2項 晩期再注射

 第3表 再 注 射 直前 ノ沈降 素 價

22/IX馬 血清pro kg 6cc靜脉 注射 ヲ行 ヒ

26/XI採 血檢 査

 第1囘 注射ニpro kg 6cc靜脉 内注 射 ヲ行 ヒ,血

清 病 ヲ惹 起 セザ ル モ ノニ50日 前 後 ノ間隔 ヲ以 テ

第2囘 注射 ヲ行 ヒ,此 際常ニ 緒 方氏 沈 降素價 ヲ測

定 シ,結 合帶1:50以 下即 チ低 稀釋 度 ノモ ノニ再

注射 ヲ行 フ事 トセ リ,何 トナ レバ 斯 ク ノ如 ク ス レ

バ 體 重小 ナ ル モ ノ ト雖 モ結 合帶相 當量 以下 ノ少 量

ナ ル再 注 射 ナ レバ過 敏症 死 ヲ逃避 シ得 レバ ナ リ.

而 シテ此際immediate reactionヲ 惹 起 セ ル モ ノ

1例 アリ,之 ハ50日 ノ間 隔 ヲ以 テ行 ヘ ル モ ノナ

リ.其 ノ他 ハaccelerated reactionヲ 現 ハ シ,又

normal reactionヲ 現 ハ セル モ ノ2例 ア リ,血 清

病 惹 起 ノ陽 性 率 ハ80%ナ リ,此 陽 性率 ハ第1囘 注

射 ノ陰 性ニ 終 リシ モ ノニ對 シテ第2囘 注射ニ ヨ リ

起 リ シ陽 性 率 ナ レバ 如 何ニ 第2囘 注射ニ ヨ リテ陽

性率 ガ高 マル カ,即 チ血 清 病 ト過 敏症 トガ如 何 ニ

密 接 ナル 關 係ニ アル カヲ證 明 シ得ベ クFleischer

u. Jones氏 ノ成 績 ト比 較 ス レバ 興 味多 キ點 ナ リ ト

思 考 セ ラル.
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  第2節 第1囘 注 射ヲ 靜脉 内ニ 行 ヒ

      第2囘 注射ヲ 皮下ニ 行 ヒシ

      場 合

 第1囘 注射 ヲ靜脉 内ニ行 ヒ,10日 以内ニ第2囘

注射 ヲ胸骨皮下兩側ニ半量 宛pro kg 3cc, 4cc又

ハ5cc行フ.

     第1項 早 期 再 注射

 第1囘 注射ヲ靜脉内ニpro kg 6cc行 ヒ,5乃 至

7日 後ニ 再注射 ヲ皮下ニ 行 フニ66.6%ノ 陽性率ナ

リ.而 シテimmediate reactionヲ 現ハセルモノ

ナク,靜脉 内注射 ヨリモ陽性率劣 レ リ.

     第2項 晩期 再 注射

 第1囘 注射 ヲ靜脉 内ニ行 ヒ,50日 前後 ヲ經過セ

ルモ ノニ第2囘 注射 ヲ皮下ニ行 フニ,immediate

reactionヲ 起セルモノ1例 ア リ,他ニaccelerated

reactionヲ 起 セルモ ノ2例 ア リ,即 チ陽性率60%

ニシテ靜脉 内注射 ヨ リモ稍 々劣 レリ.

  第3節 第1囘 注 射ヲ 靜脉 内ニ 行 ヒ

      第2回 注 射ヲ 腹腔 内ニ 行 ヒ

      シ場 合

 腹腔内ニ馬 血清 ヲ大量注射 シ血清病 ヲ惹起 シ得

ベキコ トハ前編ニ 於テ既ニ述ベシ所ニ シテ,靜 脉

内注射後第2囘 注射 ヲ腹腔 内ニ行 ヘ リ.

     第1項 早 期 再 注 射

 靜脉 注射 ヲ行ヘ ル後7日 目ニ第2囘 注射 ヲ腹腔

内ニ行 フニ,1例normal reactionヲ 惹起 セリ,

故ニ33.3%ノ 陽性ニ シテ靜脉竝ニ 皮 下注射 ヨリ

モ劣 レリ.

     第2項 晩期 再注 射

 第1囘 ノ靜脉内注射後50日 前後ニ 腹腔 内注射

ヲ行フニ1例normal reactionヲ 惹 起 セル 故

16.6%ノ陽性 率ニ シテ,靜脉 及ビ 皮下注射ニ比 シ

テ劣 レリ.

  第4節 第1囘 注 射ヲ 皮 下ニ 行 ヒ第

      2囘 注射ヲ 靜脉 内ニ 行 ヒ シ

      場 合

 第1囘 注射 ヲ皮下ニ 行 ヒ10日 以内及ビ50日 前

後ニ 第2囘 注射 ヲ靜脉内ニ 行ヘ リ.

     第1項 早 期 再注 射

 第1囘 注射 ヲ皮下ニ 行 ヒ第2囘 注射 ヲ靜脉内 ニ

行フニaccelerated reactionヲ起 セルモ ノ4例

ニ シテ80%ノ 陽性率 ナ リ.

     第2項 晩期 再 注射

 第1囘 注射 ヲ皮下ニ行 ヒ 第2囘 注射 ヲ50日 ノ

間隔ヲ以テ靜脉 内ニ行 フニaccelerated reaction

ヲ起 セルモノ3例ニ シテ75%ノ 陽性率ナ リ.

 第5節 第1囘 注 射ヲ 皮下ニ 行 ヒ第

      2囘 注 射 ヲ同 ジ ク皮 下ニ 行

      ヘ ル場 合

 第1囘 注射 ヲ皮下ニ 行 ヒ10日 以内 及ビ50日 前

後ニ 第2囘 注射 ヲ同 ジク皮下ニ 行ヘ リ.

     第1項 早 期 再 注 射

 第1囘 注射 ヲ皮下ニ行 ヒ,第7日 目ニ第2囘 注

射 ヲ皮下ニ行 フニnormal reactionヲ 起 セルモ

ノ2例ニ シテ40%ノ 陽 性率 ナ リ.

     第2項 晩 期 再 注 射

 第1囘 注射 ヲ皮 下ニ行ヒ,50日 ノ間隔 ヲ置 キ第

2囘 注射 ヲ 皮下ニ行フニ33 .3%ノ 陽性率ヲ 示セ

リ.

  第6節 第1囘 注射ニ於テ血清病 ヲ

     惹起 セルモノニ第2囘 注射

      ヲ行ヘル場合
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第4表 第1囘 注射ニ血清病 ヲ惹起 セル

    モノニ第2囘 注射ヲ行ヘル場合

  第2囘 注射ノ注射量ニヨル相關表

第2囘 注射 ノ潜伏期

第2囘 注射 ノ血清病持續日 數

第2囘 注射 ノ性別ニ ヨル反應 比較

 第1囘 注射ニpro kg 5cc以 上注射 シ血清血清

病 ヲ惹起 セシ家兎ニ 第2囘 注射 ヲ50日 前後 ノ日

數 ヲ經過 シタル後ニ行ヘ バ良 ク血清病 ヲ惹起 シ,

潜伏期 モ短縮 サ レ,症 状モ著 明ニシテ,血 清病持

續 日數モ長 シ,コ ハ第1囘 注射 ヲナ シタルモ ノノ

陰性反應 ノモ ノニ第2囘 注射 ヲ行ヒ 血清病 ヲ惹起

セルモ ノ57.05%ニ 比 スレバ 第1囘 注射及ビ 第2

囘注射共ニ 血清病 ヲ惹起 セル モノハ100%ノ 陽性

率 ヲナス故,家 兎ノ個性 ガ血清 病發 症ニ關 係 アル

事明カナルモ亦 一方ニ 於 テ一旦成作セラ レシモ ノ

ガ第1囘 注射ニヨ ツテ血清病發症 セズ トモ第2囘

注射ニ ヨツテ80-50%ノ 陽 性率 ヲ示 セルハ血清

病 ガ過 敏症 ト密接 ナル關係ニ アル事 ヲ證明セ リ.

次ニ 注射 量 ノ減少ニ ヨルモ同樣ニ 此關係 ヲ實驗 證

明 セラル.

    第1項 注 射 量 ニ ヨル比 較

 第4表ニ 示 セル如 ク第2囘 注射 量ハ第1囘 注

射ト 同量ナ レバ血清病 ヲ惹起 スルハ勿論 ナ レ共,

第1囘 注射量 ヨ リモ少量 ニテモ良 ク血清病現 ハレ

4cc又 ハ3ccニ テ良 ク反應 ヲ現ハセ リ,即 チ3cc

注射8例 悉 ク反應 ヲ現ハ セ リ.故ニ 第2囘 注射ハ

第1囘 注射 量ヨ リモ少量ニ テモ100%ニ 反應 ヲ現

ハ スモ ノナ リ.

   第2項 第2囘 注 射 ノ潜 伏期

 第4表ニ 於 テ見 ル如 ク注射後2日ニ シテ反應 ヲ出

現 セルaccelerated reaction最 モ多 クimmediate

reactionヲ 惹起 セルモノ1例 ナ リ,之 ヲ第1囘 注

射 ノ際ニ 於 ケル潜伏 期ニ 比 スレバ潜伏期短縮 シ,

第1囘 注射 ノ際ハ4日 後ニ非ザ レバ反應 ヲ出現セ

ズ.多 數ニ 反應 出現 セ シハ,5乃 至6日目 ナ リシ

ニ比 ス レバ3乃 至4日 潜伏期短縮 セ ラレタル ノ理

ナ リ.即 チ已ニ 成作セラルル家兎ハ第2囘 注射 ニ

ヨ リテ其ノ 反應早 期ニ現 ハ レ其 ノ潜伏期 ノ短縮 セ

ラレ所謂accelerated reactionト シテ,已ニ 學 者

ノ臨牀 上亦完全ニ證 明セ ラレタル事實ヲ裏 書スル

ニ足 ル.

    第3項 反應 持續 ノ比 較

 第4表ニ 示セル所ニ シテ,反應 ノ著明ナルモ ノ

ハ5乃 至7日 持續 シ,8乃 至10日 持續 スルモ ノ最

モ多 ク,尚 ホ第2囘 注射ニ 於 ケル反應 ハ著明ナル

モノ多 ク,紅 斑 及ビ浮腫ヲ 表 セルモ ノモ浮腫 ノ疑

アル位 ノモ ノ少數ニ シテ之亦2乃 至4日 持續 シ,

1例 ハ5日 持續 セ リ.之ヲ 第1囘 注射ノ 際 ノ5乃

至6日 持續 セルモ ノ最 モ多キニ 比 スレバ2乃 至3

日症状持續 日數 モ長 シ,
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    第4項 性 別 ニ ヨル比較

 元來雌家兎 ヲ多 ク使用 セル事及ビ第2囘 注射 ハ

100%ノ 陽性率ニ シテ 第4表ニ 於 ケル如 ク雌雄共

ニ於テ反應 ノ著 明ナラザルモ ノ1例 ナ レドモコレ

ヲ以テ直 チニ雌ニ於 ケル第2囘 注射ノ 血清病惹起

陽性率高 シ トハ云ヒ得ベ カラズ寧 ロ雌雄間 ノ關係

ナシ ト云ヒ得ベ シ.

     第7節 第3囘 注 射

     第5表 第3囘 注射

    第1囘 注射 第2囘 注射 第3囘 注射

第3囘 注射ノ 潜伏 期

 第1囘 注射ニ 於テ血清病 ヲ惹起 セ シモノニハ第

2囘 注射ニヨリ 悉 ク血清病ヲ 惹起セ リ,此 第2囘

注射ニヨ リ血清病 ヲ惹起セルモ ノニ第3囘 注射 ヲ

pro kg 4cc以 下行フ モ,血 清病ヲ惹起 シ,潜 伏期

モ2日ニ シテ惹起 ス,第2囘 注射ニ 血清病 ヲ惹起

セザ リシモ ノニ第3囘 注射 ヲ行 フニ血清病 ヲ惹起

セシモノ1例 他 ノ3例 ハ血清病起 ラズ.然 ルニ第

2囘 注射ニ 於テ血清病ヲ惹起 セシモ ノハ悉 ク再三

血清病ヲ 惹起 セリ,コ ハ馬 血清ニ對 スル家兎ノ 個

個 ノ特性 ト見做 スベキモ ノナルコ トハ既ニ 述 ベシ

所ナルモ尚ホ一 層立證 セルモノナ リ.

 故ニ 血清病 ハ馬血 清 ノ特 性ニ モ 依 ルコ トハ

Fleischer u. Jones, Khorazo及ビ 余 ノ論 ズル所

ナレ共更ニ 余 ハ家兎 ノ個 々 ノ特性ニ ヨル所大 ナル

事 ヲ附言 スルモノナリ.

   第8節 本 章 ノ總 括竝ニ 考 按

 第1囘 注 射ニ 於 テ 反應 ノ現ハ レザ リシモ ノ

ト雖 モ第2囘 注 射 ヲ早期 及ビ 晩 期ニ 種 々ナ ル

部 位ニ 行 ヘバ第1囘 注射ニ 於 ケル陽 性 率 ヨ リ

モ高 ク57.05%ノ 陽 性 率ヲ 示 シ第1囘 注 射 ノ

62%ニ 比シ テ低 率 ヲ示 シ,而 シテ此 際 潜 伏期

モ異 リ,immediate reactionヲ 現ハ セル モ

ノ第1囘 注 射 ヲ靜脉 内ニ 行 ヒ第2囘 注 射 ヲ靜

脉 内及ビ 皮 下ニ 行 ヒ シモ ノ ノ晩 期 注 射ニ 於 テ

1例 宛ヲ 見 タ リ,人ニ 於ケ ル血 清 病 反應ニ 就

テPirquet u. Schickハ30人 ノ人ニ 就 テ

12日 乃 至15日 目ニ 再 注射 セラ レタル モ ノ

ニimmediate reactionヲ 認 メ,2乃 至6箇

月ヲ 以 テ 再 注 射 サレ タ ル モ ノ ニ ハ11人 ノ

immediate reaction & accelerated reac-

tionヲ 認 メ,6乃 至7箇 月 或 ハ1年 半 ノ間 隔

ノモ ノニ テ ハ19例 ノaccelerated reaction

ヲ認 メ リ,6箇 月以降ニ テ ハ比 較 的immediate

reactionハ 稀 有ニシ テ間 隔 ノ長 キ時ハ一 般

ニaccelerated reactionノ 方 ヨ リ起ル ト云

ヘ リ.Currieハ21乃 至37日 ノ間 隔 ニ テ ハ

immediate & accelerated reaction起 リ,

第1囘 注 射 ノ際ハ54.6%,第2囘 注 射 後 ハ

58.3%ノ 陽 性 率ニ シテ,第2囘 注 射ヲ10日 以

内ニ 行 フ時 ハ第8日 目ニ血 清 病 ヲ惹起 スル モ

ノ最 モ多 ク シ テ,第1囘 注射 後 ニ ハ第9日 目

ニ惹 起 スル モ ノ最 モ多 シ ト云 ヘ リ,余 モ又 第

2囘 注射ニ 於ケ ル陽 性 率 大 ニ シテ第1囘注 射 ノ

際 ヨ リモ潜 伏 期 モ亦短 縮 セ ラ ルル 事Currie

ト一致 セル所 ナ リ ト雖モ4日 以 内ニ 反應 ノ現

ハ ル モ ノ多 シ.Goodallハ90例 中18%ノ

immediate reactionヲ 認 メ シモimmediate

reactionハ 主 ト シ テ35乃 至79日 ノ間ニ 表
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ハレ,只1例 ガ363日ニ 現 ハ レ,33%ノ

accelerated reaction現ハ レ シ ト,尚 ホ

Weaver, Memmser, Darling, Zucker, Cuns

及ビGrysez und Bernard等ハ 血 清 病 ノ異 常

ナ ル 場 合ニ 就 キ 報 告 セ ル モ,血 清 病 ノ惹 起 ト

時間 的 關 係ニ ハ 論 及 セ ズSchick und Pirquet

ハ 比 較 的 短 時 日 ノ 間 隔ヲ 以 テ 行ハ レル 第2囘

注 射 ハimmediate typeノ モ ノ 多 ク,晩 期 注

射ニ 於 テ ハ 此immediate typeガ 減 ズ ト信 ゼ

リGoodallノ 成 績 ハ 之 ト一 致 セ ズ シテFleis-

cher u. Jonesノ 成 績 ト一 致 セ ル ガ如 シ,即

チ 彼Fleischer u. Jonesハ 第2囘 注 射 ガ

15日 位 ノ間 隔ニ 於 テ 行 ハ ル レバimmediate

reactionハ 起 ラズ,然 レ共 第2囘 注 射 ガ20

乃 至33日 ノ間 隔ニ テ 行 ハ レ シ モ ノ ハ 少 數 ノ

immediate reactionヲ 起 シ大 部 分 ハaccele-

rated reactionヲ 惹 起シ,更ニ36乃 至53

日 ノ間 隔 ノ 際 ハimmediate reactionヲ 示 ス

事 更ニ 大 ナ リ ト云 ヘ リ.余 ノ實驗ニ 於 テ モ 早

期 注 射 ノ際 ハaccelerated reaction多 ク.

immediate reactionハ 第1囘 注 射ヲ 靜 脉

内ニ 行 ヒ第2囘 注 射ヲ靜脉 内 及ビ 皮 下ニ 行 ヒ

シ晩 期 注 射ニ 於 テ ノミ 見 ラ レ シ所 ニ シ テ,

Goodall及ビFleischer u. Jonesニ 賛 意 ヲ

表 スル モ ノ ナ リ.而 シ テ 第2囘 注 射ヲ 靜脉 内

ニ 行 ヘ ル 場 合ニ 於 テ殊ニ 血 清 病 惹 起 陽 性 率 高

ク,且accelerated reactionヲ 起 ス事 注 目

ニ價 ス.

 第1囘 注 射ニ 於 テ血 清 病ヲ 惹 起 セル モ ノ ニ

第2囘 注射ヲ50日 前 後 ノ間隔 ヲ以 テ行フ ニ

accelerated reactionヲ 惹 起 スル モ ノ最 モ多

久.immediate reactionヲ 惹起 セ ルモ ノ1例

ナ リ.

 更ニ 第1囘 及ビ 第2囘 注 射ニ 血 清 病ヲ 惹 起

セザ ル家 兎ニ 第3囘 注 射 ヲ行 フニ 血清 病 ヲ惹

起 セザ ル モ ノ多 シ,之 ヲ以 テ見 ルニ 血 清 病 惹

起 ハ家 兎 ノ個 性 モ大 ナ ル關 係 ヲ有 スル モ ノニ

シテ,興 味 ア ル事 實 ナ リ.

  第3章 藥 物 ノ血 清 病ニ 及 ボ ス影 響

 馬 血清ヲ 大量 ニ家 兎ニ 注射 シ血 清 病ヲ 惹 起

セザ ル モ ノニ,或 種 ノ藥 物ヲ 注 射 或 ハ經 口的

ニ投 與 シ血 清 病ヲ 誘發 セ シメ得 ル ヤ,又 ハ血

清 病 ノ起 リシモ ノ ニ血清 病消 失後 再ビ 更ニ 血

清 病ヲ 再發 ス ル ヤ ヲ檢 セ ン トシ,藥 疹ヲ 生 ズ

ル 代 表的 ノモ ノ ヲ選ビ 經 口的ニ 投 與 或 ハ注 射

シ影 響ニ 注 意 セ リ.

    第1節 「ア ンチ ピ リン劑 」

 「ア ンチピ リン」ハPyrazolon誘 導 體ニ シ テ

Phenyldimethylpyrazolonナ リ,1884年Knorr-

Fielehne氏 製出 シ,作 用 ハ温中樞 ヲ麻痺 シ,皮 膚

血管 ノ擴張 ヲ起 シ,同時ニ 内臟血 管 ヲ收縮 セシム.

故ニ 温放散 ヲ促進 スル ノミニシテ温形成ニ ハ影響

セズ,解 熱ハ徐 々ニ起 ルガ故ニ虚 脱 ノ惧稀ナ リ.

「ア ンチピ リン」疹 ヲ

  1) 汎發 性皮疹 之 ヲ更ニApalantニ ヨ レバ

 a) 麻疹樣皮疹

 b) 蕁 麻疹樣皮疹

 c) 充 血性浮腫

ノ3種ニ 大別 ス,麻 疹樣 皮疹ハ主ト シテ伸展側 ニ

存 シ麻疹 トノ區別 困難ニ シテ,Fournjerハ 氣管枝

炎 ノ缺如ニ ヨリテ ノミ區別 ス ト云ヘ リ,蕁 麻疹樣

皮疹ハGuntherニヨレバEosinophile Diathese

ノモ ノニ主 トシテ來 ル ト云 フ.

 2) 限 局性皮疹

  a) 紅斑.コ レハ即チBrocq18), Eruption ery-
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thematopigmenteeニ シテ 固定 疹 ナ リ,O. Naegeli

ハ 固 定疹 ヲ定 義 シテ 「若 干 數 ノ限 局 セル 箇處ニ 發

生 スル皮 疹 又 ハ粘 膜 疹 ナ リ トセ リ,之 等 ハ藥 物 ヲ

應 用 スルニ當 ツテ見 ラ レ,且 同藥 ヲ繰 返 シ使 用 ス

ル毎ニ 同 ジ箇處ニ發 生 シ,而 モ他 ノ解剖 的 機 能 的

ニ同樣 ト思 ハル ル箇處 ヲ犯 サザ ル ナ リ」 ト,初 メ

固 定疹 ハ「ア ン チ ピ リソ」類 ノミニ限 ル ト思 考 セ ラ

レシ モ近 來ニ 至 リ,Salvarsan, Chinin, Atophan

ノ如 キChinolin核 ヲ有 ス ル モ ノ ニモ生 ズ ル コ ト

ヲ知 レ リ.

 b) 水 庖. 小 水疱 ヲ生 ズル モ ノ,コ レハ紅 斑 著

明 ナ ル時 漿 液表皮 中ニ潴 溜 シテ發 生 スル モ ノナ リ

(Widal, Radot, Flatau, Fournier, Mikulicz)

 c) 天 庖 瘡樣 皮 疹. コ レハ 水疱ニ惡 寒戰慄 ヲ伴

フモノ ナ リ.

 d) 粘 膜 疹.Ehrmann, Fournier, Brocq等 ニ

ヨ レバ,粘 膜 疹ノ 水 庖 ハ 潰瘍 トナ リ易 シ ト,出 血

性 皮疹 ト稱 セ ラル ル モ ノハ 出血 性 素質ニ ヨル モ ノ

ニ シテ「ア ンチ ピ リン疹 」ハ其 ノ誘 因ニ 過 ギ ズ トノ

説 有力 ナ リ.

 「ア ンチ ピ リン疹 」ニ 就 テハ山 田 弘 倫19)氏 初 メ

テ報 告 セシ以 來我 ガ國ニ 於 テ モ,木 下20),佐 藤21),

宍 戸22),永 宮23),成 本24),遠山25),中 西26),北 川27),

平 野28),中 野29),井 尻30),中 澤31),鈴 木32),大 道33),

穀 本34),廣瀬35),下 村36),久 保 山37),神 代38),遠 藤39)

氏等 ノ報 告 ア リ.

 實驗 成績.第1囘注 射 ヲ行 ヒ血清 病 ヲ惹 起 セザ

ル家兎ニ 「ア ンチ ピ リン」0.2乃 至0.3ヲ靜脉 内注

射及 ビ 内服(木 製 ノ幅2.5cm,長 サ5cmノ 板 ノ中

央ニ 穴 ヲ穿 チ,家 兎 ノロ ニ噛 マ シメ,穴ヨ リ「カ テ

ーテ ル」ヲ挿 入 シ藥 液 ヲ胃中ニ 注 入セ リ)セ シム ル

ニ反應 ヲ出 現 セ シ モ ノヲ見 ズ.

 更ニ 第1囘 注 射 ニ ヨ リ血 清 病 ヲ惹 起 シ,症状 ノ

殆 ド消失 セ ル モ ノ ニ靜脉 内注 射 ヲ行 フニ消 失 セ ル

症状,主 トシテ紅 斑 ヲ再 現 セ シ メ得 タ リ,内 服ニ ヨ

ル モ ノニ ハ反應 再 現 ヲ見 ズ,サ レ ド餘リ 時 日 ヲ經

過 セ ル モ ノニ ハ 症状 再 現 セザ リキ,「 ア ン チ ピ リ

ン」 ヲ コ レ以 上 大量ニ 注射 セ バ動 物 ハ 痙攣,強 直

ヲ起 シテ死 亡 ス,又 皮 下注 射 ヲ濃 厚 液 ニテ 行 ヘ バ

其 ノ部 ハ壞 死ニ陷 ル.

 「ア ンチ ピ リン」ヲ第1囘 注 射 前ニ 注 射 或 ハ 内 服

セ シメ,然 ル後6時 間乃 至1日 後 馬 血 清 ヲ血清 病

ヲ起 サ ザ ル 最 大 量,即 チpro kg 4ccヲ注 射 ス ル ニ

反應出 現 セ ズ、 又 第2囘 注 射前ニ 「ア ンチ ピ リン 」

ヲ注 射 或 ハ内 服 セ シメ然 ル後 第2囘 注 射 ヲpro kg

2乃 至3cc注 射 ス レバ 反應 ヲ現 ハ ス事 ア ル モ,コ

ハ「アンチ ピ リン」ノ影 響 ニ ヨル モ ノナ リヤ,或 ハ

馬 血 清其 ノ自身 ノ第2囘 注 射 ノImmediate and

accelerated reactionナ ル ヤ 疑 ハ シ.

 又 第1囘 注射 際 馬 血 清ニ 「ア ンチ ピ リン」ヲ加 ヘ

注射 ヲ施 スニpro kg 4ccニ テハ 血 清病 ヲ惹 起 セ

ズ,pro kg 5cc以 上ニ加 フル 際ハ 馬 皿清 ノ ミノ注

射 ノ際 ト餘 リ變 化 ヲ認 メズ.

 「ヂフ テ リヤ 血清 」 ヲ注 射 セ ル家 兎ニ 「アン チ

ピ リン」 ヲ注 射 或 ハ 内 服 セ シム ル モ,血 清病 ヲ惹

起 セズ,然 レ共 血 清 病 消失 直後ニ 「ア ン チ ピ リン」

ノ注 射 ヲ行 ヘバ 症状 再 現 ス.此 症状 ハ1日 間 持 續

ス ルモ家 兎ニヨ リ多 少 ノ差違 ハ ア リ.血 清 病 ヲ惹

起 セ ル モ ノ ハ其ノ 經過 中 症状 ノ消失 或 ハ再 現 ス

コル トナ ク.又 經 過 中強 弱 ヲ來 ス 事 モ ナ シ,コ ハ

Fleischer u. Jones等 モ認 ム ル所 ナ リ.

 又 余ハ「ア ンチ ピ リン」1.0gヲ 生理 的 食 鹽 水20g

ニ 溶解 シ,夫レニ 「アド ゾル ピ ン」1.0g(三 共 製藥

會社 製品)ヲ 入 レ良 ク振盪 シタ ル後,37℃ ノ孵 卵

器ニ2時 間 放 置 シ タル後 取 出 シ,24時 間 室温ニ 放

置 シタ ル モ ノヲ生 理 的 食鹽 水 ヲ以 テ5囘 洗滌 シ,

附 着 セル 「ア ンチ ピ リン 」ヲ除去 シ タル「ア ドゾル

ピン」 ヲ100gノ 生 理 的 食鹽 水 ヲ以 テ1%稀釋 溶

液 トナ シ,第1囘 注射 ヲ行 ヒ血 清 病ヲ 惹 起 セザ ル

家 兎ニ 前 記 「ア ンチ ピ リ ン・ア ドゾル ビン 」1%溶
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液 ヲ5cc靜脉 内注射 ヲ行 フニ耳翼ニ 紅斑及ビ 浮腫

ヲ生ズルモノア リ.而 シテ之ハ血清病 ノ再現ナ リ

ヤ又 ハ 「アン チピリン疹」ナ リヤ ヲ檢スル爲,「 ア

ンチピ リン・ア ドゾルビン」ヲ正常家兎ニ靜脉 内注

射ヲ行フニ 耳翼ニ(注 射 側 ノ)紅 斑,浮 腫 ヲ生ズ

ルモ ノアレバ血 清病 ヲ誘發 セシメシモ ノトハ斷 ジ

難シ,更ニ 第1囘 注射 ニヨ リ血清病 ヲ惹起 シ,症

状消失 直後ニ 「アンチピ リン・ア ドゾルビン 」ヲ靜

脉 内注射 ヲ行 フニ紅斑 ヲ出現 セシモ ノア リ.「アン

チピ リン・ア ドゾルビ ン」ヲ第1囘 注射前ニ靜脉 内

注射 ヲ行 ヒ,6時 間乃至1日 後ニ 馬血清 ヲpro kg

4cc注 射 スルニ注射側ニ 特ニ著明 ナル紅斑,浮 腫

ヲ來 スコ トアリ,又 第2囘 注射前ニ 「ア ンチピ リ

ン・アドゾルビン 」ヲ靜脉 内注射 ヲ行 ヒ然 ル後第2

囘注射 ヲ2乃至3cc注 射 スレバ反應 現ハル.

 如斯 「ア ンチピ リン・ア ドゾルビン」注射ニヨ リ

好影響 アルモ,血 清病 トノ區別 困難ニ シテ之 ヲ以

テ直 チ ニ「アン チピ リン・ア ドゾルビ ン」ハ血 清病

ヲ促進 セシム トハ速斷 シ難 シ.

      第2節 沃 度 劑

 沃度疹 ノ人ニ 於 ケル報告 ハ多 ク,高橋40),永田41)

井手42),大野43),安 倍44),笹川45),大森46),根 岸47),

木内48),小川49)氏等 ア リ.

 家兎ニ 沃度加里0.5g以 上靜脉 内注射 ヲ行 ヘバ

直 チニ死 亡 シ.肝,脾臟 等ニ 暗赤色ニ出血 スル ヲ

以テ,0.2, 0.3或ハ0.5gヲ 生理的 食鹽水ヲ 以テ10g

ニ稀釋 シ、靜脉 内注射或ハ内服セ シムルニ,第1

囘注射ニ 於テ 血清病 ヲ惹起 セザ リシ家兎ニ 靜脉 内

注射或ハ内服 セシムルモ血清病 ヲ惹起 セズ,沃 度

加里 ノ靜脉内注射及ビ 内服後6時 間乃至1日 後 ニ

馬血清 ヲpro kg 4cc以 下靜脉内注射 ヲ行 ヒ又ハ

皮下注射或ハ腹腔 内注射 ヲ行フ モ血 清病 ヲ惹起 セ

ズ,更ニ 血清病 ヲ惹起 セ シモノノ血清病 消失直後

ニ注射或ハ内服 セシムルモ或 ハ消失後2乃 至3日

後ニ 注射或 ハ内眼 セシムルモ血清病 ヲ再現 セシメ

得 ルコ トニ成功セザ リキ.更ニ 又馬 血清ニ 沃度加

里 ヲ上記 ノ量ダケ混 ジ靜脉内 注射 ヲ行 フニprokg

4cc以 下 ニテハ血清病 ヲ惹起 セザ リキ,尚 ホ第2

囘血清 注射前ニ 沃度加里 ヲ注射或ハ内服セ シムル

時ハ血清病 ヲ惹起 スルモ,沃 度加里 ノ注射或 ハ内

服セ シムルモ,セ シメザル際 モ差違 ヲ認 メズ,且

沃度 加里 ノ皮下注射 ヲ行ヘバ其ノ 部ノ壞 死 ヲ起 ス

事ア ルヲ以テ之 ガ實驗ヲ 行 ハズ.

 尚 ホ沃度加里1.0gヲ 生理的食鹽水20gニ 溶解

シ,夫 レニ「ア ドゾルビ ン」1.0gヲ 入 レ良 ク振盪

混和 シタル後,37℃ ノ孵卵器ニ2時 間入レタル

後取 出シ室温ニ24時間 放置 シタル モノ ヲ生理的

食鹽水 ヲ以 テ5囘 洗滌 シ,沃 度加里 ヲ除去 シタル

「ア ドゾルビ ン」ヲ100gノ 生理的食鹽 水 ヲ以テ1%

溶液 トナシ,第1囘 注射 ヲ行 ヒ血清病 ヲ惹起 セザ

ル家兎ニ 「沃度加里ア ドゾルビ ン液」 ヲ5cc靜 脉

内注射 ヲ行 フニ血清病 ヲ再現 セズ,又 第1囘 注射

ヲ行 ヒ血清病 ヲ惹起 シ症状消 失後ニ 「沃度加里 ア

ドゾルビ ン」 ヲ注射スルモ血清病 ヲ再現セ シメ得

ズ.

 「沃度加里 ア ドゾルビン」 ヲ注射 シ6時 間乃至1

日後ニ馬 血清 ヲprokg 4cc注 射 スルモ血清病 ヲ惹

起 セズ.

       第3節 臭 素 劑

 森安50)氏ハ臭素疹 ヲ

 1) 紅斑状

 2) 蕁麻 疹樣

 3) 丘疹状

 4) 結節状

 5) 丘疹膿 庖状

 6) 〓 瘡状 及ビ癰 状

 7) 隆起 潰瘍

 8) 眞性潰瘍
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 9) 水疱 状

 10) 大水疱 状

 11) 落屑状及ビ脂漏 状

 ニ區別 セ リ,余 ハ 「臭素 ナ トリウム」ヲ0.3乃 至

0.5gヲ 生理的食鹽水 ヲ以テ10gニ 溶解 シ靜脉 内

注射又ハ内服 セシメ其ノ 影響 ヲ見 タリ,先 ヅ第1

囘注射ニ 於テ血清病ヲ惹起 セザ リシ家兎ニ 靜脉内

注射 ヲ行 ヒ或 ハ内服セシムルモ血清病 ヲ惹 起セズ

「臭 素ナ トリウム」ノ靜脉 内注射及ビ内服 後6時 間

乃至1日 後ニ 馬血清 ヲpro kg 4cc以 下靜脉 内注射

或ハ皮下注射 ヲ行フ モ血清病 ヲ惹起 セズ,更ニ 血

清病ヲ一 旦惹 起 シ症状消失後ニ「臭素 ナ トリウム」

ノ靜脉内注射及ビ内 服 ヲ行 フモ 血清病 ヲ惹起セ

ズ,更ニ 又馬血清ニ 「臭素ナ トリウム」ヲ混 ジ靜脉

内注射 ヲ行 フニpro kg 4cc以 下 ニテハ血 清病 ヲ

惹起 セザ リキ.尚 ホ第2囘 注射前ニ「 臭素ナ トリ

ウム」 ヲ注射或ハ内服セ シムルニ,血 清注射 ノミ

ノ際 ト差違 ヲ認 メズ.尚 ホ「臭素ナ トリウム」1.0g

ヲ生理的食鹽 水20gニ 溶解 シ,「ア ドゾルビン 」ヲ

以テ吸着 セシメタル1%「 臭素 ナ トリウム・ア ドゾ

ルビ ン」ヲ第1囘 注射 ヲ行 ヒ血清病 ヲ惹起 セザル

家兎ニ5.0cc靜脉 内注射 ヲ行 フニ血清病 ヲ惹起 セ

ズ,又 第1囘 注射ニ テ血清病 ヲ起 シ症状消 失後ニ

「臭素ナ トリウム・ア ドゾルビン」 ヲ靜脉内注射ス

ルモ血清病 ヲ誘發 セシムルコ トナ シ,「臭素 ナ トリ

ウム・ア ドゾルビ ン」 ヲ5.0cc靜脉 内注射 ヲ行 ヒ6

時間乃至1日 後ニ,馬 血清 ヲpro kg 4cc注 射ス ル

モ血清病 ヲ惹起 セズ.

     第4節 「ヒニ ン劑 」

 「ヒニン劑」中多 ク用 ヒラルル「鹽酸 キニー ネ」ヲ

0.2乃 至0.3g靜脉 内注射或ハ内服セシメタル後,

馬血清 ヲpro kg 4cc注 射 スル コト前記 ノ如クニ ス

ルモ血清病 ヲ惹起 セズ,又 第1囘 注射 ニテ血清病

ヲ惹起 セザ リシ家兎ニ「鹽酸キニー ネ」ヲ注射或 ハ

内服 セ シムルモ血清病 ヲ惹 起セズ、尚 ホ血清病 ヲ

惹 起 シ症状消失後 注射 又ハ内服セシムル モ血清病

ヲ誘發 セ シメ得ザ リキ,更ニ 馬 血清pro kg 4ccニ

「鹽酸 キニー ネ」ヲ混 ジ靜脉 内注射 ヲ行 フモpro kg

4cc以 下ニ テハ血清病 ヲ惹起 セズ.

 「鹽酸 キニー ネ」10g溶 液 ヲ「ア ドゾルビ ン」ニ

テ吸着 セシメ洗滌 シタル1%「 鹽酸 キニー ネ・ア ド

ゾルビン 液」5ccヲ 第1囘 注射 ヲ行 ヒ血清病 ヲ惹

起セザ リシ家兎 ノ靜脉 内ニ 注射 スルモ血清病 ヲ惹

起セズ,又 第1囘 注射ニ テ血清病 ヲ起 シ症状 消失

後ニ 「鹽酸 キニー ネ・ア ドゾルビ ン」ヲ靜脉 内注射

スルモ血清病 ヲ誘發 セシムルコ トナシ,又 「鹽酸

キニー ネ・ア ドゾルビ ン」注射後6時 間乃至1日 後

ニ馬血清pro kg 4cc注 射 ヲ行フ モ血清病 ヲ惹 起

セズ.

    第5節 「イ ンシ ユ リ ン」

 「イ ン シユ リ ン・トロ ン ト」ヲ1乃 至10單位 ヲ皮

下ニ 注射 シ6時間 乃 至1日 後ニ 馬血 清pro kg 4cc

靜脉 内或 ハ皮 下ニ 注 射 ス ルモ 血清 病 ヲ惹 起 セズ,

又 馬 血 清pro kg 4ccニ 「イン シ ユ リ ン」1乃 至10

單位 ヲ混 ジ靜脉 内注 射 ヲ行 フ ニ 「イ ン シ ユ リン」5

單位 以 上ヲ 混 ゼ ル際 ハ 死 亡 率高 ク,「 イ ン シユ リ

ン」3單位 以 下 混 和 ノ際 ハ死 亡 ス ル コ ト少 ク,旦

血 清 病 ヲ起 セ シ モ ノ2例 ア リキ,尚ホ一 度 血 清病

ヲ惹 起 シ タル モ ノニ症 状 消失 後 直 チ ニ 「イ ン シ ユ

リン」1乃 至3單 位 ヲ 靜脉 内又 ハ皮 下ニ 注 射 シ タ

ル ニ各5例 中靜脉 内1例 赤發 ノ ミヲ 出 現 セ シ モ ノ

ア リ.故ニ 「イン シ ユ リン」ニヨ リ血清 病 ヲ誘發 セ

シ メ得 ル モ ノニ シ テ,血 清ニ 「イ ン シユ リン 」ヲ混

ジ,又 ハ血清 病 消 失 直 後ニ 「イ ン シユ リン」ヲ注 射

セ バ血清 病 ノ赤發 ヲ促 進 或 ハ誘發セ シム.

     第6節 「 チ ロ キ シ ン 」

 甲状 腺 ノ製劑中 特ニ 純粹ニ 近 キ モ ノ ヲ選 ビ就 中
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「チ ロ キ シ ン」0.3乃 至1.0ccヲ靜脉 内 又 ハ 皮下 ニ

注 射 シ,血清 病ニ對 ス ル影 響 ヲ檢 索 シ タル ニ,「 チ

ロキ シ ン」0.3乃 至1.0cc靜脉 内 注射 ヲ行 ヒ タル後

6時 間1日 後ニ 馬 血清 ヲpro kg 4cc注 射 スル ニ

0.5cc以 上 「チ ロキ シ ン」注 射 ノ際 ハ死 亡率 高 ク,

尚 ホ 此際血 清 病 ヲ惹 起 セ シ モ ノヲ見 ズ.

  余ハ 又「 チ ロキ シ ン」0.3乃 至1.0ccヲ馬血 清

pro kg 4ccニ 混 和 シ靜脉 内 又ハ 皮 下ニ 注 射 シ タル

26例 中靜脉 内 注 射ニ 於 テ1例 紅 斑 ヲ來 セ ル モ ノア

リ,皮 下注 射6例ニ ハ 症状發 現 セ ズ,更ニ 第1囘

注射ニ ヨ リ血清病 惹起後 一定時 日 ノ後症 状消失 セ

ルモ ノニ「チロキシン」ヲ靜脉 内又 ハ皮下ニ 注射 シ

タルモ血清病 ヲ再 現セ シメ得 ズ.要 之,馬 血清 ニ

「チロキシン」ヲ混和注射 セ バ血清病 ヲ促進 セシメ

得ルモ,馬 血清注射前或 ハ血清病 消失後注射 スル

モ「チ ロキシ ン」ニヨ リ血清病 ヲ誘發 又ハ再發 セシ

メ得ル コ ト能 ハズ.

  第7節 「イン シユ リ ン」及 ビ「チ ロ

      キ シ ン」ト 血 球 トノ關 係

第6表 「インシユリン」「チロキシン」加馬血清注射ニヨル 家兎血球ノ變化

 馬 血 清ニ「 イ ン シユ リン」又ハ「チ ロ キ シン」ヲ加

ヘ靜脉 内 注射 ヲ行 ヒ タル際ニ 於 ケ ル血 液像 ヲ見 ル

ニ上 表ニ 示 スガ如 ク,白 血 球 數 ハ増 加 シ タル モ,白

血球ノ 種 類ニ 至 リテハ 影 響 ノ認ムベ キ モ ノナ ク,

赤 血 球ニ ハ變 化 ヲ認 メズ,尚 ホ「イ ン シユ リン」又

ハ 「チ ロ キ シ ン」加 馬 血 清 注 射ニ ヨ リ血清 病 ヲ惹 起

シタルモノ モ,血 清病 ヲ惹起 セザル モノ モ血液像

ニハ變化 ナシ,コ ハ馬 血清ノ ミノ注射ニ ヨル血 液

像 ノ變化ニ 就キ既ニ余 ガ發表 セルモ ノト大差 ナシ.

  第8節 「アル セ ノベ ンツオ ー ル劑 」

 Szarvas51)氏 ハ黴毒患者多數治療 中自己 ノ小指
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ニ小 濾 胞 ヲ生 ジ,強 キ浸潤 ガ1週 間餘 持續 セ シカ

バ,黴 毒 感染 ヲ恐 レ「サ ル バ ル サン 」注 射 ヲ行 ヒ同

時ニ 浸 潤 部ニ「 サ ル バル サ ン」ノ塗 布 ヲ行ヒ シニ症

状惡 化 シ小 水泡 ヲ形 成 シ,尚 ホ喘 息發 作 ヲ來 セ リ,

而 シテ氏 ハ「サ ル バ ルサン 」ノ箱 ヲ開 ク際或 ハ液 ヲ

調 製 スル際ニ「 サ ルバ ル サン 」塵埃 ガ發 作 ヲ惹 起 ス

ル モ ノニ非 ズ ヤ ト考ヘ,他 ノ場所 ニ テ調 製 セ シメ

タ ルモ ノヲ持參 シ,呼 吸 或 ハ 皮膚ニ 塗 布 ス ル モ同

樣ニ 喘 息發 作 及 ビDysidrosisヲ 起 セ リ ト報 ゼ リ,

尚ホ 「サ ルバ ルサ ン疹」ニ 就 テハ 木田52),杉 島53)

杉 若54),秦55),中 野56),遠 山57),山 本58),長 田59),

森山60),松岡61),根 岸62),猪 坂63),稻 本64),金 子65),

皆 見66),山 本 春海67),齋 藤68),上 林69),安 倍70),石

丸71)氏 等 ノ報 告 ア リ.

 而 シテ人ニ 於 テ ハ 「サ ル バル サ ン」ハ60kgニ 付

キ平 均1囘量0.45乃 至0.6gナ レバ 家 兎ニpro kg

0.1及ビ0.01gノ 大量 及 ビ少 量 ノ2種 類ニ 分 チ テ

0.4%ノ 食鹽 水 ヲ以 テ10倍 稀釋 溶 液ト ナ シ靜脉 内

注射 ヲ行 ヒ,6時間 或 ハ1日 後ニ 馬血 清 ヲpro kg

4cc注 射 ス ルモ血 清 病 ヲ惹 起 セ シモ ノナ シ,尚 ホ

馬血 清pro kg 4ccニ 「サ ルバ ル サン」0.1及ビ0.01g

ノ2樣ニ 加ヘ靜脉 内注 射 ヲ行 フ モ血 清病 ヲ惹 起 シ

タ ル モノ ナ シ.更ニ 又 馬 血清 大量 注 射 ニヨ リ一 旦

血 清病 ヲ惹 起 シ タル モ一 定日 時 ノ後 血清 病消 失 シ

タ ルモ ノニ「サ ルバ ル サ ン」ヲpro kg 0.1及ビ0.01g

ノ2樣,10倍 稀釋 溶液ト ナ シ タル モ ノヲ靜脉 内 注

射 ヲ行 フニ,0.1g注 射 セ シ群 ニハ 血清 病 ヲ誘發 シ

タ ル モ ノナ キモ,0.01g注 射 セ シ群ニ ハ2例 耳 翼

ニ紅斑 ヲ生 ゼ シモ ノア リ.尚 ホ血 清 病 ヲ惹 起 セザ

リシモ ノニ 前 記 同 樣 「サ ル バ ルサ ン」 ヲ0.1及 ビ

0.01g注 射 セシモ 血 清病 ヲ起 セ シモ ノナ シ,又 血

清 病 ヲ一 旦起 シタルモ 症状消 失後數 日經 過 セ シ モ

ノニ「サ ルザ ルサ ン」ヲ0.1及 ビ0.01g注 射 ス ル モ

血 清病 ヲ再 現 セ シモ ノ ヲ見 ズ.

 次ニ 「サ ルバ ル サン」 ヲpro kg 0.1及 ビ0.01g注

射 シ6時 間或 ハ1日 後ニ 「ヂ フテ リヤ血清」(大阪

傳染病研 究所製 ノモ ノ第3號即 チ1500單 位 ノモ

ノヲpro kg 2乃 至3cc)ヲ靜脉 内ニ極 メテ徐 々 ニ

注射 シタルニ血清病 ヲ惹起 セ シモ ノナク,「サ ルバ

ルサン」ヲ0.1乃 至0.01gヲ 「ヂ フテ リヤ血清」ニ

混和 シ徐 々ニ靜脉 内注射 ヲ行 フニ血 清病 ヲ惹起 セ

ズ,然 レ共,血 清病 ヲ一旦起 シ症状 ノ消失直後 ニ

「サルバ ルサ ン」ヲ靜脉 内ニ注射セルモ ノニ0.01g

ノ少量群ニ 於テ1例症 状 ヲ誘發 セシモ ノア リ,尚

ホ「ヂ フテ リヤ」血清注射ニヨ リ血清病 ヲ惹起 セザ

リシモ ノニ「サルバ ルサン」ヲ0.1及ビ0.01gノ2

樣ニ 注射 スルモ 血清病 ヲ誘發 セ シメ得 ズ.

   第9節 本 章 ノ總 括竝ニ 考按

 血 清病ヲ 惹 起 セザ ル家 兎ニ 「ア ンチピ リン

劑 」,沃 度劑,臭 素劑,「 ヒニ ン劑 」,「 イ ン シ

ユ リン」,「チ ロキ シン」又 ハ 「アル セ ノ ベ ン

ツオ ー ル劑 」ヲ 投 與 或 ハ注 射 スル モ血 清 病 ヲ

惹 起 セル コ トナ キ モ,一 度 血清 病ヲ 起シ 症 状

ノ殆 ド消失 シタ ル直 後ニ 「ア ン チ ピ リン劑 」ヲ

注 射 ス レバ症 状 ノ再 現 スル コ トア リ,又 「ア

ンチ ピ リン」「ア ドゾル ビ ン」ニ テ モ同 樣 ノ症

状ヲ 再 現 セ シメ得,又 「イ ン シユ リン」ヲ血 清

病消 退 直後ニ 注 射 シ耳 翼ニ 紅 斑 ヲ來 セ シモ ノ

ア リ,「 チ ロ キ シ ン」ヲ馬 血清ニ 混和 注 射シ 血

清 病 ヲ促 進 セ シメ得 シモ ノモ ア リ,尚 ホ 「サ

ルバ ル サ ン」ヲ 血 清 病消 失直 後ニ 注射 スル ニ

0.01gノ 少 量注 射ニ 於 テ紅 斑 ヲ生 ゼ シモ ノ ア

リ,然 レ共 時 日ヲ 經 過 シタル モ ノハ 之 等 藥 劑

ヲ注 射 スル モ症 状 再 現 セ ズ,而 シテ之 等 藥 劑

ヲ馬 血 清 注 射前ニ 投 與 又 ハ注 射 シ然 ル後 血 清

病 ラ惹 起 セザ ル量 ヲ注射 スル モ血 清 病 ヲ惹 起
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セ ズ,又 第2囘 注射 前ニ 之 等 藥劑ヲ 投 與又 ハ

注 射セ バ血 清 病ヲ 惹 起 スル コ トアル モ,コ ハ

藥劑 ニ ヨル影響 ナ リヤ或 ハ第2囘 注 射 ノ血 清

ニヨ ル血 清 病 ナ リヤ ハ鑑 別 困難 ナ リ,如 何 ト

ナ レバ斯 ル際悉 ク ノ場 合 血清 病 ヲ惹起 ス レバ

藥 物 ニ ヨル 好影 響ト 思 考 セ ラル ル モ,然 ラザ

レバ ナ リ.次 デ藥劑 ヲ馬 血清ニ 混 和シ靜脉 内

注 射ヲ 行 フ ニ「イ ン シユ リ ン」及ビ 「チ ロ キ シ

ン」 ハ好 影 響ヲ 與 フ,亞 イデ 「ヂ フ テ リヤ 血

清 」ニ 之 等 藥 物ヲ 混 和 注射 或 ハ 「ヂ フテ リヤ

血 清」 注射 前 又 ハ後ニ 之 等 藥劑ヲ 注 射 スル ニ

馬 血 清 注射 ノ際ニ 於 ケル ト同樣 ナ ル結 果 ニ シ

テ殊ニ 特 異點ヲ 認 メ ズ.又 沃度劑,臭 素劑,

「ヒニ ン劑 」 ニ テハ 影 響ヲ 認 メ ズ,更ニ 沃度

劑,臭 素 劑,「 ヒニ ン劑」ヲ 「ア ドゾルビ ン」

ヲ以 テ吸 着 セ シ メ,洗滌後1%溶 液 トナ シ靜

脉 内注 射ヲ 行 フモ影響ヲ 認 ムル コ ト能 ハ ザ リ

キ,故ニ 之 等藥劑 ニヨ リテ ハ 血清病消 失直 後

ニ 注射 セバ 幾 分 ノ好 影響 アル モ期 待シ 得 ベ キ

好結 果 ヲ收 メ得 ザ リキ.

  第4章 血清 病 ノ補體ニ 及 ボス 影響

 補體 量 ハ種 々 ノ影 響 ノ下ニ 其 ノ量増 減 スル

モ ノニ シテ,Friedberger u. Bettac72)氏

ハ 家 兎 ニ ア リテ ハ發 熱 時 ニハ 其 ノ量増加シ ,

氏 ハ甲状 腺 腫 患者ニ 甲状 腺 越 幾 斯劑ヲ 注 射

セバ溶 血 性 補體 非 常ニ増 加 ス ト.Nolf及 ビ

Muller氏 ハ異 種 血 清 注射 ニ ヨ リテ 補 體 ハ増

加 ス ト云 ヒ,Muller氏 ハPepton及ビ 肉汁

注 射ニ ヨリテ モ補體 量増 加 ス ト云 ヘ リ,余 ハ

馬 血 清ヲ 家 兎ニpro kg 6cc靜脉 内ニ 注 射 シ

血清 病 ヲ惹起 セ シ際ト 然 ラザ ル モ ノ トノ補 體

價ヲ檢 セ リ.尚ホ 家 兎 ハ個 々 ニヨ リ補 體價 ノ

差 違 著 シ キヲ 以 テ海〓ニ 就 キ補體價ヲ 測 定 セ

リ.

     第1節 反應檢 査 方法

      第1項 溶 血 反 應

  山羊 血球 ヲ脱纖 維後,生 理的食鹽 水 ヲ以 テ3囘

洗滌 シ,之 ヲ25%ノ 比ニ生理 的食鹽 水ニ浮游 セ

シメ溶血原 トシテ使用 セ リ.抗 山羊 血球家兎免 疫

血清ハ56℃ニ30分 間加 温非働性 トナシタル モノ

ヲ遞減的ニ 稀釋 シ其 ノ各1ccニ對 シ溶血原 ノ1cc

竝ニ10%補 體1ccヲ 加ヘ37℃ ノ孵卵器ニ2時 間

入 レ置 キ,或 ハ其 ノ後氷室ニ翌 朝迄靜 置 シ其 ノ成

績 ヲ判定 セ リ.而 シテ補體價 測定ニ 當 リテハ常ニ

溶血 素價ノ2單 位 ヲ使用 シ,以 下各實驗ニ 使用 セ

シ溶 血素價 ハ1:1000ナ リ.

     第2項 補 體價 測 定 法

 海〓 血清ハ10倍 稀釋液 トナシ,0.1ccヨ リ遞増

的ニ1.0cc迄10本ノ 試驗 管ニ 入 レ,家 兎血清ハ

0.1ccヨ リ遞増的ニ1:0cc迄10本ノ 試驗 管ニ 入

レ,生 理 的食鹽水 ヲ0.9ヨリ遞 減的ニ0.1迄 加ヘ,

尚 ホ家兎血清ノ10倍 稀釋液 ヲ同樣ニ0.1ヨ リ遞増

的ニ1.0迄 試驗 管ニ 入 レ,各 々ニ溶 血素價1000ノ

溶血素2單位 ヲ1.0cc宛 加ヘ,最 後ニ2.5%ノ 山羊

赤血球食鹽 水浮游液 ヲ1.0宛 各試驗 管ニ加ヘ 良 ク

振顫後37℃ ノ孵卵器ニ 放置スルコ ト1時間 ニ シ

テ共 ノ成績 ヲ判定 ス.

 第2節 實驗成績

第1項 海〓 ノ補體價
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第7表 海〓 ノ 補 體價(使 用セ シ溶 血素價1:1000ナ リ)
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 馬 血清 ノ補體價 ヲ檢スルニ何 レモ1.0以 下ナ リ.

此補體價 ノ馬血清 ヲ海〓ニpro kg 6ccノ 割合ニ

靜脉内注射 ヲ行 ヒ,補體 價 ヲ檢スルニ注射後1時

間及ビ2時 間ニ於 テハ共ニ補體價 ハ減少 シ,翌 日

即 チ24時 間後ニ 於 テハ 却 ツテ補體 價ハ増加 スル

事多 キカ或ハ影響無 シ,尚 ホ此増加 セシ補體價 ハ

數日間持續 シテ舊ニ 復 スルモノ多 キコ ト上表ニ示

スガ如 シ,次ニ 海〓 番號8及 ビ9號ニ 於テ馬 血清

ヲ少量即チpro kg 1ccノ 割合ニ 海〓 ノ靜脉 内注

射 ヲ行 フニ補體 價 ハ注射後1時 間及 ビ2時 間ニ於

テハ影響ナキモ反應ハ減 ジ.翌 日或ハ2日 後ニ 於

テ補體 價ハ増加 シ數 日後舊ニ 復 セ リ.又 海〓 ノ正

常時 ノ血清ニ注射 セシ血清 ノ比ニ 馬血清 ヲ加 ヘ補

體 價 ヲ檢 ス ル ニ正 常 時 ノ補體 價 ヨ リモ減 少 ス,例

ヘ バ 海〓體 重390gナ ラ バ 血液 ハ體 重 ノ略 ボ1/13

ナ ル 故30gナ リ.血 清 ハ 血 液 ノ約 半 量ト 見做 セバ

15gナ リ.而 シテ390gノ體 重 ノ海〓ニpro kg

6cc,馬 血 清 ヲ注 射 セバ 其 ノ注 射 量 ハ2 .34ccナ リ,

故ニ15gノ血 清ニ2.34gノ 馬血 清 ヲ注 射 セ シ理

ナ レバ1.0ccノ 海〓 血 清 ニ ハ0.15ccノ 馬血 清 ヲ加

フ レバ可 ナ リ.

     第2項 家 兎 ノ補體 價
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第8表 家 兎ノ 補體 價(使 用 セ シ溶血素價ハ1:1000ナ リ)
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實驗的家兎 血清病ニ 就テ(第2囘 報告) 2005

 家兎 ノ補體價 ハ個 々ニ於 ケル差違 甚 シキモ ノナ

ルガ正常時ニ 於テ同一家兎 ノ補體價 ノ日々動搖甚

シキモ ノナルヤ否ヤヲ數 日間觀察 セシニ上表ニ 示

スガ如 ク著 シキ差違 ナ シ,數 日間補體價測定 後馬

血清 ヲpro kg 6cc靜 脉内注射ヲ 行 フニ補體 價ハ

餘リ變 化ナキカ,注 射後1時 間乃至2時 間ハ補

體量減少 シ翌 日或ハ第2日 目ニ補體 量僅ニ増 加 ス

ル モ,補體 量 ノ著 シク少キモ ノニア リテハ注射後

補體 量 ノ増加著 シク特ニ 目 ヲ欹 タ シム ル モ ノア

リ.

 第3項 血清病 ノ際ニ於ケル補體價

第9表 家 兎 血清 病 ノ際ニ 於 ケル補體 價(使 用セシ溶血素價 ハ1:1000ナ リ)
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 血清病 ヲ惹起 セシモ ノ ト然 ラザルモ ノ トニ就 キ

補體價 ヲ比 スルニ其 ノ間認 ムベキ差違 ナク,前 述

セシ如 ク注射後1乃 至2日 後ニ 於テ補體 價 ハ増加

スル モ ノ多 ク且正常時補體含有量 ノ少 キモノ ニ於

テ増加 甚 シク,補體 含 有量多 キモ ノニ於テハ僅 ニ

増加 スルカ又ハ變化 ナキモ ノ,或 ハ稀ニ減少 スル

モ ノア レ共 主 トシテ増 加スルモノ多 シ.

    第3節 本 章 ノ總 括竝ニ 考 按

 海〓 ニ馬 血 清 ヲ大量 注射 セバ注 射後1乃 至

2時 間 ハ補體 量 減 少 スル モ,1乃 至2日 目ニ

ハ却ツ テ 補體 量 増 加 スル コ ト多 ク,家 兎ニ ア

リテハ 個 々 ノ差 違 甚 シ ク補體 價 ノ低 キ モ ノハ

殊ニ 増 加 著 シキ モ ノア リ,然 レ共 血 清 病ヲ 惹

起 セ シモ ノ ト然 ラザル モ ノト ノ間ニ 於ケ ル差

違 ハ認 ムル コ ト能 ハ ズ,而 シテ注 射 セ シ馬血

清 ノ補體 價 ハ何 レモ1.0以 下 ナレ バ,馬 血 清

ノ補體 ガ 家 兎 或 ハ海〓 ノ補體 量ニ 累 加 セ シモ

ノニ ハ非 ズ,Muller氏 ハ甲状 腺 腫 患者ニ 甲状

腺 越 幾 斯 劑 ヲ注射 セバ 溶 血性 補體 著 シク増 加

ス ト云 ヒ,Nolf及 ビMuller氏ハ 異種 血清 注

射 ニ ヨ リテ補體 ハ増 加 ス ト云 ヒ,更ニMuller

氏 ハPepton及 ビ肉 汁注 射ニヨ リテ モ補體 量

増 加 ス ト云ヘル ヨ リ考 察 ス レバ余 ガ馬 血清 大

量 注射ニ 當 リ補體ハ一 時 減 少 スル モ1乃 至7

日後 ニ ハ却ツ テ増 加 ス ルハ,注 射 セ シ異 種 血

清 ノ特 異 ノ要 約 ニ ヨル カ或 ハ刺 激 ニ ヨ リテ一

時 的ニ 補體 ノ増 加 ヲ促 進 スル モ ノナ ラ ン.

  第5章 墨 汁 填 塞 ノ血清 病ニ 及ボ ス

     影 響

 網 状織 内被 細 胞 ノ血 行 中ニ 入 リ シ異 物 ヲ好

ンデ攝 取 スル性 質 ヲ利 用 シ種 々 ノ膠樣 質,色

素 等 ヲ血 行 中ニ 注 入 シテ此 細 胞ニ貪 喰 セ シメ

以 テ其 ノ機 能 ヲ或 ル程 度 迄障礙 セ シ メ又 ハ廢

絶 セ シ メタ ル後,免 疫 原ヲ 注 入 シテ,正 常 動 物

ニ比 シ免疫體 産 生能 力 ノ阻 害 セ ラル ル ヤ否 ヤ

ニ就 キ研 究 セ ラ レタ ル モ ノ填塞Blockierung

ニ シテ,此 方法 ニ ヨ リ該 細 胞 系 ノ機 能 ヲ充 分

減 弱 乃 至廢 絶 セ シメ得 ル ヤ否 ヤ ニ就 テ ハ幾 多

議 論 ア リ ト雖モ,填 塞 ニ ヨ リ免疫體 産 生 ノ障

礙 セ ラル ル コ トニ賛 意 ヲ表 スル モ ノ多 キ ニ至

レリ,然 レ共 之 ガ血 清 病ニ 及 ボ ス影響ニ 至 リ

テハ未ダ研究發表ナシ,茲ニ 於テ余ハ墨汁填
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實驗的家兎血清病ニ 就テ(第2囘 報告) 2009

塞 ガ血 清 病 發 現ニ 如 何 ナル 影響 ヲ及 ボス ヤ ヲ

檢 セ リ.

     第1節 反應檢 査 方 法

      第1項 墨 汁 ノ製 法

 開明墨汁 ノ比較的新 ラシキモ ノヲ0.85%ノ 生理

的食鹽 水ヲ以 テ10倍ニ 稀釋シ 之 ヲ濾過紙 ニテ靜

カニ濾過 シタル後一般消毒法ニ從 ヒ滅菌 セルモ ノ

ヲ用ヒ タ リ,而シ テ終 始墨汁 ノ濃度 ヲ一定 ニスル

事ハ可成 困難 ナル事ニ シテ辻氏法 ト稱スルモ素 ヨ

 リ正確 トハ云 ヒ難 ク,長 雄,岡 田氏等ハ一 定 ノ毛

筆ヲ以テ紙上ニ 塗抹 シ充分濃 ク書寫 シ得ル色調 ヲ

以テ標準 トセルモ,余 ハ上記 ノ法ニ ヨリ同一開明

墨汁ヲ用 ヒテ填塞 ヲ行ヘ リ.

     第2項 墨 汁填 塞 ノ方 法

  注射ハ家兎 ノ耳靜脉ニ 行 ヒ1囘 ノ注射量 ハ0.5,

1.0, 5.0ccト セ リ.注 入 ノ際注意ス ベキハ前記 ノ如

 ク製造 シタル墨汁食鹽 水溶液 ヲ良 ク混和 シ,體 温

 ニ暖 メ極 メテ徐々ニ注入スベキ事 ニシテ急速ニ 注

入 シ終ル時ハ墨汁粒子ハ血液 ト充分混和 セズシテ

 諸所ニ 栓塞 ヲ形成シ急劇ナル痙攣 ヲ起 シテ死 スコ

 トアリ,又 墨汁 ノ補作後,時 ヲ經テ含有膠質 ノ變

化 セルモノハ又屡 々動物 ヲ仆スコ トア リ.

 以上 ノ如 キ注意 ヲ怠 ラザル時 ハ墨汁ハ化學 的ニ

無害 ナル故ニ 動物ニ 可成リ 多量 ヲ連 續的ニ注入 ス

ル モ輕度 ノ食慾減退,體 重減少 ヲ來 ス以外ニ大 ナ

ル障礙 ヲ來サザ ルモノナ リ,墨 汁注入後時ニ甚 シ

ク衰弱 シ或 ハ下痢等 ヲ起 ス事アルモ何等健康障磯

ヲ來サザル コ ト多 シ.

      第2節 實驗 成 績

   第1項 大量 墨汁 填 塞 ノ場合

      第1目 靜脉 内注射

 余ハ3頭 ノ家兎 ニ墨汁5cc宛 毎 日1囘,5日 間

耳靜脉注入 ヲナ シ最後 ノ墨汁注入 ノ翌 日1頭 ニハ

馬血 清pro kg 6cc,他 ノ2頭 ニハpro kg 4cc宛

靜脉 内注射 ヲ行 ヒタルニ,pro kg 6cc注 射ニ 於テ

ハ血清病 ヲ惹起 セルモ,pro kg 4cc注 射ニ 於テハ

2例 共血清病ヲ 惹起 セザ リキ.

 此際墨汁填塞後補體 價 ヲ測定 シ,然 ル後馬 血清

ヲ靜脉 内ニ注射 シ補體價 ヲ測定 シタルニ血 清注射

前 ハ0.2ナ ル モ,注 射後3日目 ニハ補體價 ハ同 ジ

ク0.2ナ レ共0.09迄 反 應シ,注 射後16日 ニハ

0.3ノ 補體價ニ 減 ズレ共0.2迄 反應 シ更ニ 注射 後

26日 ニハ0.3ニ 減 ズル事次表ニ 示 スガ如 シ.

第10表 大量 墨 汁填 塞 後 馬 血 清pro kg 6cc靜 脉 内 注射 ニ ヨル補體 價 ノ消 長

   (使用 セシ溶血素價1280ニ シテ以下總 テ2倍 量 ヲ使用ス)〓 1685g

抗 原 性(使 用セシ 抗馬家兎免疫 血清 ノ沈降素價2500)
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2010 森 下 亮 善

 尚ホ抗原性 ヲ見 ルニ使用 セシ抗馬家兎免疫血 清

ノ沈降素價ハ2500ナ リ,注射後第3日 ノ抗原性ハ

ニシテ,注射後 第19日ニハ2500ノ 沈降素

價 ノ免疫 血清 ニテハ5以 下 ナ リ,此 家兎 ノ全血 量

ハ1685÷13=130gナ リ注射量10.6ナル故10.6/130,

抗原性ハニ シテ第3日目ニハ 僅ニ減少セリ.

       第2目 皮下注射

 2頭 ノ家兎ニ墨汁5cc宛1日1囘5日 間填塞後,

馬 血 清 ヲpro kg 6cc及 ビpro kg 4cc皮 下 注 射 ヲ

行 フ ニpro kg 6cc皮 下注 射 ニハ 血清 病 ヲ惹 起 シ,

4cc皮 下 注 射 ニハ 血 清病 ヲ惹 起 セ ズ.此 際墨 汁填

塞 後 ノ楠體 價 ハ1.0ナ レ共0.9迄反 應 シ,馬 血 清

注 射 後3日 目 ニハ0.8ナ ル モ 第19日 目 ニハ1.0,

更ニ26日 目 ニハ 同 ジ ク1.0ニ 反 應 ス ル ノ ミ トナ

ル 事次 表ニ 示 ス ガ如 シ.

第11表 大 量墨 汁填 塞 後 馬血 清pro kg 6cc皮 下 注射 ニ ヨル補體 價 ノ消 長

            (使用 セシ溶血 素價1280)〓 1940g

抗原性 (使用セシ抗馬家兎免疫血清ノ沈降素價2500)

尚ホ抗原 性ハ注射 後第3日ニハニ シテ第

19日 目ニハ免疫血清 ノ沈降素價2500ノ モノニテ

ハ 以下ナリ.

  第3目 「ヂフテ リー血清」靜脉内注射

 墨汁5cc宛 毎日1囘5日 間填塞後,「 ヂ フテ リ

ー血清」ヲpro kg 6cc靜 脉 内注射 ヲ行フ ニ血清病

ヲ惹起 セ リ,尚 ホ4cc注 射 ノ家兎 ハ血清 病 ヲ惹起

セズ.此 際 ノ補體價 ノ消長ヲ見 ルニ注射前正常時

ニハ0.5ノ 補體 價 ナル モ0.4迄 反應 シ血清注射後

第2日 目ハ0.2ニ シテ,注 射後第4日 目ハ0.5,注

射後第16日 目ハ0.5ニ 減ジ 更ニ 注射後第21日 目

モ0.5ナ ル事次表 ノ如 ケレ共0.3迄 反應 ス.
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實驗的家兎血清 病ニ就 テ(第2囘 報告) 2011

第12表 大量 墨 汁 填 塞 後「ヂ フ テ リー血 清 」pro kg 6cc靜 脉 内 注射 ニ ヨル補體價 ノ消 長

                (使用セ シ溶血素價1280)♀ 1900g

抗 原 性(使 用 セシ抗馬家兎免疫血清 ノ沈降素價2500)

 抗原性 ハ上表 ノ如 ク正常時 ニハ反 應セズ,注 射

後第4日ニハ 第16日目ニハ沈降 素價2500

ノモノヲ使用 シテハ5以 下ナ リ.

第2項 少量墨汁填塞 ノ場合

   第1目 靜 脉内注射

第13表 少 量 墨 汁填 塞 後 馬 血清pro kg 6cc靜 脉 内 注射 ニ ヨル補體 價 ノ消 長

              (使用 セシ溶血素價1280)♀ 1600g

抗 原 性(使用 セシ抗馬家兎免疫血清 ノ沈降素價2500)
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2012 森 下 亮 善

 墨 汁0.5cc宛1日1囘5日 間家 兎 ノ耳 靜脉 内 ニ

注 入填 塞 シ,翌 日馬 血 清pro kg 6ccヲ 耳 靜脉 内 ニ

注 射 ス ル ニ血 清病 ヲ惹 起 セ リ,他ニ 馬 血 清pro kg

4cc靜脉 内 注射 ヲ行 フ モ血 清病 ヲ惹 起 セ ズ.

 第12表 ノ補體 價 ヲ見 ルニ 注射 前ハ0.5ナ ルニ 注

射 後 第3日目 ニ ハ0.2,第19日目 ニ モ0.2,第26

日目 ニ ハ0.4ナ レ共0.3迄 反 應 ス.尚 ホ此 際ノ 抗 原

性 ハ抗馬 家兎免 疫血清2500ノ 沈降素價 ノモ ノ ヲ

使用 セバ第3日目ニハナリ.

       第2目 皮下注射

 墨汁0.5cc宛1日1囘5日間 填塞 シタル後馬血

清pro kg 6cc皮 下注射 ヲ行フニ 血清病 ヲ惹起 セ

リ.尚 ホ馬血清pro kg 4cc皮 下注射 セ シモ ノハ

血清病 ヲ惹起 セザ リキ.

第14表 少量墨汁填塞後馬血清pro kg 6cc皮 下注射ニ ヨル補體價 ノ消長

              (使用セシ溶血素價1280)♀ 1900g

抗 原 性(使 用 セシ抗馬家兎免 疫血清 ノ沈降素價2500)

 此際 ノ補體 價 ノ消長 ヲ見 ル ニ 正常 時 ハ0.4ナ リ

シニ血 清注 射 後第2日 目ハ0.2ユ シテ 第4日目 ハ

0.2ナ レ共第2日 目ニ ハ0.1迄 反 應 シ 第16日 目

ニハ0.8ニ 減 ゼ リ.又 此 際 ノ抗原 性 ハ 注 射 後 第4

日目ニハ,注 射 後第16日目ニハ ナ

リ.

    第3目 「ヂ フテ リー血 清 」注射

 墨 汁1.0cc1日1囘5日 間 填 塞後 「ヂ フテ リー 血

清」pro kg 6cc靜 脉 内 注 射 ヲ行 フ ニ 血清 病 ヲ惹 起

セ リ,又「 ヂ フテ リー 血 清 」pro kg 4cc靜 脉 内 注

射 ニテ ハ 血 清 病 ヲ惹起 セ ズ.此 際 「ヂ フテ リー 血

清」pro kg 6cc靜 脉 内注射 ノ場合ニ 於 ケル補體價

ノ消長 ヲ見ルニ,注 射 前ハ補體價0.2ナ レ共0.09

迄反應 シ 注射後 第3日 目ニハ0.3ニ 減 ジ第19日

目ニハ 更ニ0.5ニ 減ジ第26日 目ニハ0.3ノ 補體 價

ニ迄囘 復反應 スル事次ニ 表示 スルガ如 シ.
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實驗的家兎血清病ニ就テ(第2囘 報告) 2013

第15表 少 量墨 汁填 塞 後「ヂ フ テ リー血 清」pro kg 6cc靜 脉 内注 射 ニ ヨル補 體 價 ノ消 長

                 (使用 セシ溶血素價1280)♀ 1800g

抗 原 性(使 用セシ抗馬家兎免 疫血清 ノ沈降素價2500)

偖而抗原 性 ハ注射後 第3日目ニ ハニシ テ

注射後第19日ニ ハ5倍 稀釋 以下 ナ リ.
第4目 填塞 ヲ行 ハザル家兎 ノ補體價

第16表 馬 血清pro kg 5cc靜脉 内 注射ニ ヨル 補體 價ノ 消長

(使用セ シ溶血素價1280ニ シテ溶 血素價 ノ2倍 量 ヲ使用ス)〓 2200g

抗 原性(使 用 セシ抗馬家兎免 疫血清ノ 沈降素價2500)
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2014 森 下 亮 善

 填塞 ヲ行ハザ ル家兎ニ馬 血清pro kg 5ccヲ 靜

脉内ニ 注射 シ補體價 ヲ測定 シ墨汁填塞 ヲ行 ヒシ家

兎 ノ補體 價 ト比スルニ,注射 前ハ0.5迄 反應 陽性

ナ リシモ ノモ,注 射後ハ0.4迄 補體價増加 シ反應

ハ0.2迄 現ハ レ,注 射後第25日 目ニハ0.8及ビ 第

35日目ニ モ0.8ニ 補體價減 ズレ ド.0.7迄 反應 ス.

尚 ホ此際ノ抗原 性ハ注射 後第2日 目ニ ハ ニ

シテ,注射 後 第19日 目ニ ハ5倍 稀釋 以下 ナ リ.

第3項 墨汁ニ血清ヲ混和 シタルモ

    ノニテ注射ヲ行 ヒタル場合

  第1目 大量墨汁加馬血清注射

第17表 馬 血清pro kg 6ccニ 墨 汁25ccヲ 混 ジ靜脉 内 注射ニ ヨル補 體 價 ノ消 長

              (使用 セシ溶血 素價1280)♀ 2200g

抗原 性 (使用 セシ抗馬家兎冤疫 血清 ノ沈降素價2500)

 馬 血清pro kg 6ccニ 墨 汁25ccヲ 混 ジ靜脉 内 ニ

注 射 ヲ行 フ ニ血清 病 ヲ惹起 セ リ.此 際 ノ補體 價 ハ

上表ニ 示 ス如 ク,注 射前 ハ0.2ニ シテ注 射 後 第3

日 目 ニ モ0.2ナ レ 共0.09迄 反應 シ 注 射 後第19日

目ニハ0.5更ニ注 射第26日目 ニハ却 ツテ0.2ニ 迄

補體價減ゼ リ.此 際 ノ抗原性 ハ注射後第3日目 ニ

ハニ シテ第19日 目ニハ 以下ナリ.

  第2目 大量墨 汁加「ヂフテ リー血清」注射

第18表 「ヂ フテ リー血 清」pro kg 6ccニ 墨 汁25ccヲ 混 ジ靜脉 内 注 射ニ ヨ ル

       補 體 價 ノ消 長(使 用 セシ溶血素價1280)♀ 2450g
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實驗的家兎血清病ニ就テ(第2囘報 告) 2015

抗 原性(使 用セシ抗馬家兎免疫血清 ノ沈降素價2500)

 「ヂ フテリー 血清 」pro kg 6ccニ 墨 汁25ccヲ 混

和 シ靜脉 内 注射 ヲ行 フ ニ血清 病 ヲ惹起 セ リ,此 際

ノ補 體 價 ハ 注射 前0.2ニ シテ0.09迄 反應 スル モ注

射 後 第3日目 ニハ0.09,注 射 後第19日 目ニ ハ0.3

ニ減 ジ タ レ ド0.2迄反應 シ 注射 後 第26日目ニ ハ

0.2ナ リ.

抗原性ハ注射 後第3日目ニハニシテ,第

19日 目ニハ 以下 ニ減 ズ.

第3目 少量墨汁加馬血清注射

第19表 馬 血清pro kg 6ccニ 墨 汁4ccヲ 混 ジ靜脉 内注 射ニヨ ル 補體 價 ノ消 長

            (使用 セシ溶血素價1280)♀ 1700g

抗 原性(使 用 セシ抗馬家兎免 疫血清 ノ沈降素價2500)

 馬血清pro kg 6ccニ 墨汁4ccヲ 混和 シ靜脉 内

注射 ヲ行フ ニ血清病 ヲ惹起 セズ,此 際 ノ補體價ハ

注射 前0.09ナ レ ド0.05迄 反應 シ 注射後 第3日 目

ニハ著 シク減弱 シ0.5ト ナ リ更ニ 注射後 第19日

目ニハ0.7ニ 減 ゼルモ0.5迄 反應 シ,注 射後第26

日目 ニハ 又 増 加 シ0.2ト ナ リ0.09迄 反應 ヲ現 ハ ス

抗原性 ハ注射 後 第3日目ニ ハ ニシテ 第19

日 目ニハ 以 下ナリ.

第4目 少量 墨汁加「ヂ フテ リー血清」

    注射

107



2016 森 下 亮 善

第20表 「ヂ フ テ リー血 清 」pro kg 6ccニ 墨 汁5ccヲ 混 ジ靜脉 内 注射 ニヨ ル補 體 價 ノ消 長

                 (使用 セシ溶血 素價1280)♀ 1850g

抗 原 性(使 用セ シ抗馬家兎免疫血清 ノ沈降素價2500)

 「ヂ フテ リー 血 清 」pro kg 6ccニ 墨 汁5ccヲ 混

和 シ靜脉 内注 射 ヲ行フ ニ血 清 病 ヲ惹 起 セ ズ,此 際

ノ補體 價 ヲ檢 ス ル ニ注射前 ニハ0.9迄反應 ヲ現 ハ

シ注 射後 第3日ニハ 減弱 シ1.0ニ 漸 ク反應ス ル ノ

ミナ リ.

抗原性ハ注射 後第3日ニ ハナリキ.

   第3節 本章ノ總括竝ニ考按

 墨汁填塞 ノ際 ノ成績ヲ総括スレバ墨汁填塞

後ニ血清 ヲ靜脉或ハ皮下ニ注射 スレバ血清病

ヲ幾分起 シ易ク,且 墨汁填塞ヲ行ハザル際ニ

於テモ「ヂフテリー血清」ニヨル血清病ガ陽率

性高キガ如 ク,墨 汁填塞 ノ場合ニ於テモ幾分

此感ヲ深 クスルモノアリ,然 リト雖モ墨汁填

塞 ハ血清病惹起ニ好影響ヲ與フ トハ云ヘ墨汁

量ニハ關係ナク,少 量ニテモ大差 ヲ認ムル事

能ハザリキ,更ニ 血清ニ墨汁ヲ混和 セル場合

ニ於テハ影響無ク,墨 汁量ニ ヨル差違モ認 ム

ル事能ハザリキ,此 際ハ「ヂフテリー血清」ニ

ヨル差 違 モ認 ムル能 ハズ,Fleischer u. Jones

ハ「ヂ フテ リー血 清 」注射 ニ ヨル血 清 病 ノ陽 性

率 少 シ高 シト 云 ヘ ルガ余 モ第1報ニ 於 テ述 ベ

シ如 ク,陽 性 率 高 キ事墨 汁填 塞 後 血清 注射 ノ

際ラニ於テ モ同樣 ナ リ.

 諸 動 物 ノ血清 中 ニ含 有 セ ラル ル溶 血 性 補體

ニ就 テハ幾 多 ノ先 進 學者 ニ ヨ リ研 究 セ ラ レタ

ル所 ニ シテ,補 體 作 用缺 如乃 至 微 弱 ナル 動 物

血 清 中ニ モ 中節 成 分ハ 比 較 的 多量ヲ 有 ス ルモ

末 節或 ハ末 節 第3成 分 ノ缺 如 乃 至 少數 ナル ヲ

説 ケ リ.家 兎 ニ於 テ ハFrankel74)氏 ノ實驗 ア

リ,徳 永75)氏 ハ家 兎 血清 中ニ 於 ケル補 體 價 ハ

海〓 血 清ニ 比 シ1:20ノ 比 ニ ア リ ト云 ヒ,佐

藤76)氏 ハ1:1.0ナ リ ト云 ヒ何 レニ テ モ家 兎 ノ

補 體 價 ハ個 々ニ 就 キ非常ニ 差 アル モ ノ ナル 事

明 カニ シテ且 海〓 ヨ リ著 シク弱 キ コ トヲ意味

ス ル モ ノ ナ リ.而 シ テ其 ノ海〓 血 清ニ 及 バ ザ

ル ハ主 トシテ末 節 成分 ノ微 量 ナル ニ起 因 ス ト

説 明セ リ,我 教 室 ノ桑 名77)氏 ハ1/3蔗糖 液 「メ
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ヂ ウム」 ハ補 體 末 節ニ 好 影 響 ヲ與ヘ 補 體 價 ヲ

促 進 ス ル モ ノナ リ ト云 ヘ リ.

 而 シテ墨 汁填 塞 後,血 清 注 射 ヲ行 ヘ バ補體

價 ハ増 加 スル事 多 ク,且 血 清 病 ヲ惹起 セ シ場

合ニ 於 テ モ餘 リ影 響 ヲ認 メズ.然 レ共 墨 汁填

塞 ヲ行 ハ ザル モノ ト雖 モ大 量 ノ馬 血清 注射 ニ

ヨ リ補體 價増 加 セル ハ墨 汁填 塞後ニ 於 ケ ル補

體 價 ノ消 長 ニハ餘 リ認 ムベ キ影 響 ナ キ コ トヲ

證 スル モ ノナ リ,尚 ホ墨 汁填 塞 後ニ 於ケ ル抗

原 性ニ モ特 有 ナル 關 係ヲ 見出 ス コ ト能 ハザ リ

キ.

    第6章 赤 血 球 ノ沈降 速 度

      第1節 實驗 方 法

  近時赤血球沈降速 度 ノ應用日 ト共ニ 旺 ン トナ リ

之ガ改良漸次加 ヘラルルニ至 リ,最 近佐藤78)氏ハ

Westergren氏 法 ノ缺點 タル1.6-2.0ノ 血液量 ヲ

要 スル事,又採 血ニ際 シテハ靜脉血 ヲ鬱血 セシメ

注射器ニ吸引セザル可 ラズ,此鬱 血 ニヨル赤 血球

沈降速度ノ變化 ヲ考慮 シ且室 温 ノ影響 ヲ少 ナカラ

 シムル爲時間 ヲ短縮 シ少量 ノ血液ニテ足 ルMikro-

methodeヲ 推奨セ リ.

   然 レ共現今最モ多 ク用ヒラルルハWestergren79)

 氏 ノ法ナル ヲ以テ余モ亦 此 方 法ニ 依 レリ.ソ ハ

3.8%ノ枸櫞 酸曹達液0.4ccヲ2ccノ注 射器 ニ吸引

 シ,家 兎 ノ耳翼 ノ中央 ヲ走 レル動脉 ノ耳翼端ニ 近

キ小動脉 内ニ 注射針 ヲ挿入 セバ動脉血 ハ注射器 ノ

内筒 ヲ壓上 シテ血液 ハ注射器内ニ充滿 スルニ至 ル

故血液 ヲ1.6cc採 取 ス,普 通人ニハ靜脉 血 ヲ以テ

赤血球 ノ沈降速度 ヲ測定 セ リ,家 兎ニ 於 テ耳靜脉

血 ヲ得 ル事ハ事實上困難 ニシテ且鬱 血 ヲ來 サス爲

可成努力 ヲ要 セザル可 ラズ,故ニ 余ハ上記 ノ如 ク

ニ シテ容易ニ採 血 シ鬱 血ニヨル影響 ヲ少 ナカラシ

メタリ.而シテ採 血 シタル注射器ハ2, 3回廻轉 シ良

ク混 和 シ タル 後,枸櫞 酸 加 血液 ヲ徐 々ニ 試驗 管 中

ニ放 出 シ良 ク混 和 セ ル モ ノ ヲ長 サ30cc,徑2.5mm

ノ目盛200mmノ 「ピペ ツ ト」10ノ 目盛 迄 吸 引 シ,

「ピペ ツ ト」ヲ垂 直ニ臺 上ニ 立 テ,1乃 至2時 間後

ニ目 盛 ヲ讀 ム モ ノナ リ.尚 ホ注 意 スベ キ ハ血 液 ノ

混 和 ハ試驗 管 中ニ テ亂 暴ニ 行 フベ カ ラズ,尚 ホ 溶

血 反應 ヲ起 シテ モ不 可 ナ リ,同樣 ノ意 味 ヨ リ強 振

盪 モ 避 ケザ ル可ヲ ズ,更 ニ長 時 間 保 存 セ バ一 般 ニ

沈 降速 度 ヲ緩 徐 ニ スル爲 少 ク ト モ4-5時 間 内 ナ

ラザ ル 可 ヲズ,且24時 間 放 置 セ バ 血球 トノ境界 不

明瞭 ナ ル事屡 々ニ シテ1晝 夜 放置 後 ノ成 績 ハ不 完

全 ナ ル 事多 キ故 只參 考 トナ ス ニ止 メ タリ,又 乾 燥

セ ル試驗 管 ヲ使 用 スベ キ ハ 勿論 ニ シテ,温 度ノ 沈

降 速 度ニ 及 ボ ス影 響 モ大 ニ シ テ温 ム レバ 速 トナ

リ,冷 却セ バ緩 徐 トナ ル事Gordon und Cohn,

Henderson, Sumarokora und Bondarenko及 ビ

Veliwgna氏 等 ノ述ベ シ所 ナ リ.

      第2節 實驗 成 績

 下 表ニ 示 ス如 ク注 射 前 ノ赤 血 球 沈 降速 度 ハ1時

間 後 ニ於 テ ハ普 通0.5乃 至1mm平 均0.8mm,2

時 間 後 ニハ1乃 至3mm平 均1.8mmナ リ.然 ル

ニ馬 血 清 大 量注 射 後2乃 至3日目ニ ハ1乃 至2mm

平 均1.7mm.ニ シテ,2時 間 後 ノ測定 値 ハ3乃 至

4mmニ シテ平 均3.7mmナ リ.之 ヲ注 射 前 ニ比 ス

レバ第1時 間ニ 於 ケル測 定値 ハ0.9mm増 加 シ,

第2時 間 目 ニハ1mm速 度ハ増 加 セ リ,而 シテ 血

清 病 ヲ惹 起 スル ト否 トニ不拘 赤 血球 沈 速 度 ハ増 加

ス ルモ,血 清 病 惹 起ニ 特 有 ナル 關 係 ヲ認 ム ル能 ハ

ズ,其ノ 後 ハ血 清病 ヲ惹 起 セ ル モ ノニ於 テ ハ次 第

ニ沈降 速 度 ハ減 ジ常 態ニ 復 セ ドモ,血 清 病 ヲ惹 起

セ ザ ル モ ノニ於 テ ハ 漸 次 沈降 速 度 増 加 ス ル ノ事 實

ニ遭遇 ス.

 赤 血 球 沈 降速 度 ノ雌 雄 ニ ヨル 差違 ヲ見 ル ニ認 ム

ベ キモ ノナ ク,體 重 トノ開 係ニ 於 テ モ亦 然リ.室
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温ハ赤血球沈降速度ニ 影響 ヲ與 フル事大 ナルモ ノ

ナ レバ可成注意 ヲ拂 ヒテ變化 ヲ少 ナカラシメ,且

寒暖ノ 差少 キ5月 頃 ヲ選ビ タ リ,當 時室温ハ18℃

内外ナリキ.

第3節 赤血球沈降速度ト血球 トノ關係

第22表 赤血球沈降速度ト血球トノ相關表

  血清大量注射後ハ白血球 ノ増多 ヲ來シ,赤 血球

 ニハ影響ナ シ,白 血球種類 ニハ認ムベキ變化ナ ク,

白血球増多 ヲ來セ ル際ハ赤 血球 ノ沈降速度増 加セ

ルハ不可解 ニシテ,寧ロ 赤血球數 トハ間ニ一定關

係 ア リテ然ルベ キモ,赤 血球 ハ増減ナシ,故ニ 赤

血球沈降速度 ト血球 トノ間 ニハ何等認 ムベ キ變化

ナシ ト云 フニ如 カズ.

    第4節 本 章 ノ總括竝ニ 考 按

 馬 血 清ヲ 大 量注 射 シ血 清病 ヲ惹起 スル トセ

ザ ル トニ不拘 赤血 球 ノ沈降 速 度 ハ増 加 ス,注

射 後2乃 至3日ニ 於 ケル第1時 間 目 ノ沈 降 速

度 ハ0.9mm増 加 シ,第2時 間 日 ニハ1mm増

加 セリ,而 シテ血清病ヲ惹起 セルモノハ次第

ニ沈降速度減ズルモ,血 清病 ヲ惹起セザルモ

ノハ却ツテ増大ス,尚 ホ赤血球沈降速度ト性

別竝ニ體重 トノ間ニハ一定ノ關係ヲ認ムル能

ハズ.

  第7章 馬血液注射ニヨル血清病

 近時輸血ノ盛 ンニ行ハルルニ至 リテ種々ノ

副作用報告セラル ト雖モ血清病ニ就テノ報告

ヲ聞カズ,勿 論一定時日ヲ經 過 シ第2囘 注射

ヲ行ヘバ血清病,特ニ 過敏症ヲ起スハ當然ノ

事ナリ ト雖モ第1囘 注射ニ 於テハ如何 ト之ヲ
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實驗 動 物ニ 就 キ檢 索 シ,以 テ 人ニ 於ケ ル第1

囘 注射 ノ際血 清病 ヲ惹 起 スル ヤ否 ヤ,諸 家 ノ

御 注意ヲ 喚 起 セ ント ス.

      第1節 實驗 方 法

 教室ニ 飼育 セル馬 ノ頸靜脉ヲ 穿刺 シ,「ベ ツヘ

ル」ニ10%枸櫞 酸曹達液 ヲ10gノ 割合ニ 入 レ其

ノ内ニ 馬血液 ヲ注下 シ凝 固セザル樣良 ク振盪 シ,

直 チニ家兎 ノ耳靜脉 内ニ注射 セ リ.

 馬 ノ固定 ハ困難ナルモ ノナレバ馴 レタル馬丁 ニ

其 ノ上口唇 ヲ棕櫚綱 ヲ木片ニ 輪ニ シテ結 ビタルモ

ノヲ以テ堅 ク捲 キ捩 リ,馬 ノ頸部 ノ下 ニ立 チ前脚

ノ側上部ニ テ頸靜脉 ヲ壓シ穿刺ス レバ血液ハ奔流

スルモ ノナ リ.

      第2節 實驗 成績

 家兎5頭ニ枸櫞 酸加 血液 ヲpro kg 10cc或 ハ

pro kg 12ccヲ 靜脉 内又ハ皮下 ニ注射 セ リ,此

pro kg 10乃 至12cc注 射セルハ血清注射ニ 於テ最

モ良 ク血清病 ヲ惹起セ シ倍量 ナ リ,而 シテ血清ハ

血液 ノ約半量 ナレバナ リ.然 ルニ血清注射 ニヨリ

血清病 ヲ惹起 セシモノナシ.

 余ハ又血液注射ニ ヨリ血清病ヲ 惹起 セザルモ ノ

ニ第2囘 注射 ヲ10日 以内ニ10乃 至12cc靜脉 内

又ハ皮下ニ 注射セルニ5例 中1例 紅斑 ヲ注射後2

日目ニ生 ゼ リ.Delleraハ1875年ニ 人ニ 山羊 血液

ヲ注射 シ7乃 至10日 後ニ蕁 麻疹 ヲ生ゼ リ ト報告

セ リ,茲 ニヨ リ第1囘 注射ニ 於 テモ血清病 ヲ惹起

シ得ベ キヲ想起 セシメラル.

     第3節 Plasma注 射

2%ノ蓚 酸液 ヲ血液10ニ對 シ1ノ 比ニ 混和 シ遠

心沈澱 シタル上清液ハPlasmaナ リ.馬ノPlasma

ヲpro kg 5cc乃 至6cc靜脉 内又ハ皮下ニ注射 シ

タルニ6例 中血清病 ヲ惹起 シタルモノナシ.

  更ニ7乃 至8日 ノ後 血清病 ヲ惹起 セザルモ ノニ

 再 注射 ヲ行フ ニ6例中1例 紅斑 ヲ生ゼルモ ノア リ

 キ.第1囘Plasma注 射ニ 於テハ血清病 ヲ惹起 ス

 ルコ トナキモ,第2囘 注射ニ 於テハ6例 中1例 血

 清病 ヲ惹起セ リ,故ニ16.6%ノ 陽 性率 ナ リ.

  第4節 第2囘 注射ヲ 家 兎血 清 ニ テ

      行 ヒタ ル場 合

   馬 血清 ヲpro kg 5乃 至6cc靜脉 内又ハ皮 下ニ

行 ヒ血清病 ヲ惹起セザ ルモノニ,10日 後ニ 健康 家

兎血 清ヲpro kg 3乃 至6cc靜脉 注射 ヲ行 ヒタル

 ニ5例 共血清病ヲ 惹起 セズ,馬 血清ニ ヨリ血清病

 ヲ惹起 セザ リシ家兎ニ 同種血清 ヲ注射 シ血清病 ヲ

惹起 セシメ得ザ リキ.

   第5節 本 章 ノ總 括竝ニ 考 按

 馬 血 液注 射ニ 於ケル 第1囘 注 射ニ 於 テハ 血

清 病ヲ 惹起 セザ レ共 第2囘 注 射ニ 於 テ1例 血

清 病 ヲ惹起 セ リ,コ ハ1875年Delleraガ 山

羊 ノ血液 ニ テ人ニ蕁 麻 疹 ノ生 ズル ヲ見 タ ル ヲ

立證 スル モ ノナ リ.尚 ホPlasma注 射ニ 於 テ

モ第1囘 注 射 ニハ血 清 病 ヲ惹 起 セザ ル モ,第

2囘 注 射 ヲ行 ヒ血 清 病 ヲ惹 起 セ リ,馬 血 清 注

射 ニ ヨ リ血 清 病 ヲ惹 起 セザ ル 家 兎ニ 同 ジク家

兎 ノ血 清ヲ 注 射 スル モ血 清 病 ヲ惹起 セ シモ ノ

ヲ見 ズ,故ニimmediate reactionハ 特ニ 沈

降 素 ノ殘 留 多 キ時ニ 起 ル モノ ナ ラ ン.

     第8章 總 括竝ニ 考 按

 馬 血清 大 量 注 射ヲ 行 ヒ血 清 病 ヲ惹 起 セザ ル

家 兎ニ 第2囘 注 射ヲ 行 ヘ バ陽 性率 低 キ コ ト,

第1囘 注 射ヨ リモ4.95%ナ リ,而 シテ此 際 潜

伏 期 モ短 縮 サ レimmediate reactionヲ 現 セ

ル モ ノ第1囘 注 射 ヲ靜脉 内ニ 行 ヒ第2囘 注 射
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ヲ靜脉 内及 ビ皮下ニ 行 ヒ シモ ノ ノ晩 期 注 射 ニ

於 テ1例 宛ヲ 見 シハ,再 注 射 ノ際 流 血 中 ノ沈

降 素 價 及ビ 結 合帶 ヲ檢 シ極 ク少量 ニ シテ過 敏

症 ヲ惹起 セザ ル程 度 ノ結 合帶 ノ モ ノノミニ 再

注 射 ヲ行 ヒ シモ,尚 ホ抗 體 ノ存 在 スル 事多 カ

リ シニ ヨル モノナ ラ ン,Fleischer u. Jones

ハimmediate reactionハ36日 乃至53日

ノ間 隔 ヲ以 テ再 注射ヲ 行 ヘル モ ノニ 最 モ多 ク

12日 以 前ニ 再 注射 ヲ行 ヘ ル モ ノニ ハ,1例 モ

ナ ク テ氏等 ハ此 際 沈降 素ヲ檢 セザ ル 爲,沈 降

素 ノ殘 存 多 キモ ノ ニimmediate reactionヲ

惹 起 セ シモ ノナ ラ ン,何 トナ レバ36日 乃 至

53日 ノ間ニ 於 テ ハ 過 敏 症 状 ハ 尚 ホ 惹起 シ易

キ時 期 ニ ア レバ ナ リ.

 Pirquet u. Schickハ 人ニ 於 テ12日 乃 至

15日 目ニ 再 注射 サ レタ ル モ ノニimmediate

reactionヲ 認 ムル モ亦12日 以 上ニ 至 レバ 抗

體 ノ産 生 セ ラルル 事 大 ナ レバ 肯 定 セ ラルベ ク,

再 注 射 ノ間隔 長 キ時 ハaccelerated reaction

良 ク出 現 ス ト云ヘ リ,Currieハ21乃 至37

日 ノ間 隔ヲ 以 テ 行 フ際 ハimmediate & acce-

lerated reaction起リ 再 注射 ヲ10日 以 内 ニ

行 フ際 ハ第8日 目ニ 血清 病 ヲ起 シ,第1囘 注

射 ノ際 ヨ リモ1日 早 ク且 陽 性率 大 ナ リ.

 Goodallハimmediate reactionハ主 トシ

テ35乃 至79日 ノ間ニ 現 レタ リ ト.血 清 病 ヲ

惹起 セル モ ノモ,セ ザ ル モ ノ モ流 血 中 ノ抗 原

ニハ影 響 ナ キハ既ニ 述 ベ シ所ニ シテ抗體 ノ差

違モ認 メ ラ レズ,コ ハ最 近Khorazoモ 報 告 セ

ル所 ナ リ.

尚 ホ第1囘 注 射ニ 於 テ血 清 病 ヲ惹起セル モ

ノニ 第2囘 晩期 注 射 ヲ行 フニ100%ノ 陽 性率

ヲ以ヲ 注射 後4日 以 内ニ 血 清 病 ヲ惹 起 セ ルモ

ノ最 モ多 キ ハ馬 血清 ノ特 性 ニ ヨル 所 ナ リ,コ

ハFleischer u. Jones及ビ 余 モ又 述ベ シ所

ナ リ,然 レ共 家 兎 ノ個 性ヲ 見逃 ス能 ハ ザ ル ハ

第2囘 注 射竝ニ 第3囘 注 射ニ 於 テ血 清 病 ヲ惹

起 セル家 兎 ニハ悉 ク再 注 射ニヨ リ血 清 病 ヲ惹

起 セ ル ヲ見 レバ瞭 然 タ リ.

 血 清 病ヲ 第1囘 注 射 後 惹 起 セ ザ ル 家 兎 ニ

「ア ンチ ビ リ ン劑 」,沃 度劑,臭 素劑,「 ヒニ ン

劑 」,「 イ ンシユ リン」,「 チ ロ キ シ ン」 及 ビ

「アル セ ノベ ンツ オ ー ル劑 」ヲ投 與 或 ハ注 射 ス

ル モ血 清 病 ヲ惹 起 セ ズ,一 旦血 清 病ヲ 惹 起 シ

症 状 ノ殆 ド消失 シタ ルモ ノ ニ 「ア ンチ ピ リン

劑 」及ビ 「アル セ ノベ ンツオ ー ル劑 」ヲ注 射 セ

バ症 状 ノ再 現 スル コ トア リ,然 レ共 血 清 病 消

失 後時日ヲ經 過 シタ ル モ ノ ニハ再 現 スル コ ト

ナ シ,又 之 等 藥劑 注射 後 ニ血 清 注射(血 清 病

ヲ起 サ ザ ル量)ヲ 行 フモ血 清 病 ヲ起 サ ズ,只

第2囘 注射 前 之 等 藥劑 ヲ投 與 又 ハ注射 ヲ行 ヘ

バ 血 清 病 ヲ惹起 ス ル コ トア ル モ,コ ハ 藥 物

ノ影 響 ト直 チ ニ斷 ジ難 シ,ソ ハ 第2囘 注 射

ハ少量ニ テ モimmediate and accelerated

reaction出 現 シ易 キ爲 ナ リ,又 之 等 藥劑 ヲ血

清ニ 混 和 注射 ス ル ニ 「イ ン シユ リン」及ビ 「チ

ロキ シン」ハ好影 響 ヲ與 フ.然 レ共「ア ンチ ピ

リン劑」,沃 度劑,臭 素劑,「 ヒニ ン劑 」ヲ 「ア

ドゾル ビン」 ヲ以 テ吸 着 セ シメタルモ ノ ヲ靜

脉 内注 射 ヲ行 フモ,「 ア ドゾルビ ン」ヲ以 テ吸

着 セザ ル際 ト大 差 ナ シ,尚 ホ 「ヂ フテ リヤ 血

清」ニ 之 等 藥劑 ヲ作 用 セ シムル ニ馬 血清 ノ場

合 ト大 差 ナ シ.故ニ 之 等 藥劑 ハ血 清病ニ 幾 分

好 影 響 ヲ與 フル モ ノナ ル モ,之 ヲ以 テ血 清 病

ヲ惹起 シ得 トハ速斷 シ難 シ.

 馬血 清 ヲ大 量 注 射 セバ補 體 ハ注 射 後1乃 至
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2時 間 ハ減 少 スル モ,1乃 至2日 後 ニ ハ正 常

ニ復 スル カ又 ハ増 加 スル モ ノ却 ツテ多 シ,血

清 病 ヲ惹起 セ シモ ノ ト然 ラザ ル モ ノ 多ノ間 ニ

ハ差 違 ヲ認 メズ.

 墨 汁填 塞 後血 清ヲ 注 射 セバ血 清 病 ヲ惹起 シ

易ク,填 塞 セ シ墨 汁量ニ ハ關係 ナ ク,且 補體

價 ハ血 清 病 惹 起 ノ如 何ニ 影響 ヲ餘 リ認 メズ.

 又馬 血清ヲ 注 射 セバ赤 血 球 ノ沈 降 速度増 加

シ血清 病 惹 起 セ ルモノ ハ漸 次 減 少囘 復 ス,性

別竝ニ 體 重 ニ ハ勿 論關 係 ナ シ.

 馬 ノ血 液 モ亦血 清 病ヲ 惹 起 シ得 ベ キ コ トハ

Delleraガ 人ニ 山羊 血 液 ヲ注 射 シ,7乃 至10

日後ニ 血 清 病 ヲ惹 起 セ ル ヲ以 テ想 像 セ ラル ル

所 ナ ル モ,第1囘 注射ニ 於 テハ血 清 病 ヲ惹起

セ シモ ノナ ク,第2囘 注 射ニ 於 テ血 清 病 ヲ惹

起 セ リ,尚 ホPlasmaニ 於 テ モ同樣 第2囘

注 射ニ 於 テ血 清 病ヲ 惹 起 セ ル モ ノ ヲ見 タ リ,

最 後ニ 馬 血清 ニ ヨ リ血 清 病 ヲ惹 起 セザル モ ノ

ニ健 康家 兎血 清 ヲ注射 ス ル モ血 清 病ヲ 惹 起 セ

ズ.

      第9章 結 論

 馬 血清 再 注 射竝ニ 藥劑 及 ビ墨 汁填 塞ノ 血 清

病ニ 及 ボ ス影 響 ヲ檢 セルニ 次 ノ結 論 ヲ 得 タ

リ.

 1. 馬 血 清 第1囘 注 射ニ 於 テ血 清 病陰 性 ノ

モ ノニ第2囘 注射 ヲ行 ヒ57.05%ノ 陽 性 率 ナ

リ.

 2. 第2囘 注射ニ 於 テハ 第1囘 注 射 ニ於 ケ

ル ヨ リモ潜 伏 期2乃 至3日 短 縮 セ ラル.

 3. 第2囘注 射ニ 於 テaccelerated reac-

tion多 ク,immediate reaction少シ.

 4. 第1囘 注 射ニ 於 テ血 清 病ヲ 惹起 セル モ

ノニ第2囘 注射 ヲ行 ヘバ 悉 ク血 清 病ヲ 惹 起 セ

リ.

  5. 早期 再注 射ニimmediate reactionヲ

出 現 セル モ ノ ナ シ.

 6. 第3囘 注 射 モ血 清 病 ヲ惹起 ス.

 7. 血 清 病 ハ馬 ノ特 性ニ モ ヨ レ ド家 兎 ノ特

性 ニ モ據 ル所 大 ナ リ.

 8. 沃 度劑,臭 素劑,「 ヒニ ン劑」ハ血 清 病

ニ影響 ナ ク,又 「ア ドゾルビ ン」ヲ以 テ吸 着 セ

シ メシモ ノモ 同 ジ,サ レ ド「ア ンチ ビ リン劑 」

及 ビ「アル セ ノベ ンツオ ー ル劑 」ハ血 清 病 消 失

後ニ 注 射 ス レバ症状 ヲ再 現 セ シメ得,又 「イ

ン シユ リン」及 ビ 「チ ロ キ シ ン」ハ血清 病 惹 起

ニ好 影 響 ヲ與 フ.

 9. 墨 汁 填塞 ハ 血清 病 惹 起ニ 好 影 響 ヲ 與

フ.

 10. 抗 原 量 及ビ 抗 體 量 ハ血 清病ニ 關 係 ナ ク

補 體 ハ血 清 注射 後1乃 至2時 間減 少 スル モ1

乃 至2日 後 ニ ハ却 ツテ増 加 スル コ ト多 シ.

 11. 馬血 清 注射 ニ ヨ リ赤 血 球 ノ沈降 速 度 増

加 シ,血 清 病ヲ 惹 起 セル モ ノハ漸 次囘 復 ス.

 12. 赤 血 球 沈降 速 度ト 血 液像 トノ間 ニ一 定

ノ關 係 ヲ 見出 ス事 能 ハ ズ.

 13. Plasma及 ビ馬 血清 モ血 清 病 ヲ惹 起 ス.

 14. 第2囘 注 射ニ 家 兎 血 清 ヲ注 射 ス レバ 血

清 病 ヲ惹起 セズ.

  擱筆 スルニ當 リ終始 御懇篤 ナル御指導 ト御

 校閲 トヲ賜 リタル恩師緒方教授ニ 衷心 ヨ リ感

 謝 ノ意 ヲ表 ス.

   (本論文 ノ要旨ハ第5囘日 本聯合衛生學會

   總會席 上ニ 於テ發 表セ リ)
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